
     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-本 01 安全管理部 安全対策第一課 2

途上国の政治や治安情勢の把握方法とJICA安全対策の基本に

ついて学び、日本人の安全な海外滞在に必要な取り組みを考

える。

2302-本 02 広報部 地球ひろば推進課 2
国際理解/開発教育支援事業に関する広報業務及びその取り組

みサポート

2302-本 03 東・中央アジア部 東アジア課 2～3 中国の対外援助・国際開発協力に関するリサーチ

2302-本 04 中南米部 中米・カリブ課 1 中米・カリブ地域における協力の整理と今後の方向性の検討

2302-本 05 中東・欧州部 ウクライナ支援室 3
日本国内のウクライナ避難民支援とウクライナ復旧・復興支

援をつなぐ取り組みの形成・実施

2302-本 06 民間連携事業部 計画・連携企画課 1
JICA民間連携事業部での就業体験:「中小企業・SDGsビジネス

支援事業」についての広報業務、他機関との連携業務補佐

2302-本 07
経済開発部 農業・農村開発第一グ

ループ第三チーム
1 小規模農家向け市場志向型農業振興（SHEPアプローチ）

2302-本 08
経済開発部農業・農村開発第２グルー

プ 農業・農村開発第５チーム
2 栄養改善分野の国際協力（特にアフリカ）に関する情報整理

2302-本 09
社会基盤部 運輸交通グループ第一

チーム
1

道路交通安全に係るJICAと国際機関及び国内関係機関との連

携に係る調査研究

2302-本 10
社会基盤部 運輸交通グループ第二

チーム
1 海上保安分野における海上保安機関の組織にかかる調査研究

2302-本 11
社会基盤部 資源・エネルギーグルー

プ第一チーム
1

エネルギートランジションあるいは持続的な鉱物資源開発に

関する調査研究支援

2302-本 12
地球環境部 防災グループ防災第一

チーム、第二チーム
1 防災分野人材・知見の体系化

2302-本 13 調達・派遣業務部 計画・調整課 1

「調達」や「人材派遣」を切り口に、統計情報やデータの利

活用、デジタルを活用した業務改善等の視点から国際協力業

界を学ぼう！

2302-本 14 調達・派遣業務部 契約第三課 1～2

国際協力人材としての競争力を高める「調達」を体験しよ

う！JICA事業に不可欠な調達業務を通じて国際協力スキルの

習得を目指します

2302-本 15 緒方貞子平和開発研究所 企画課 1 緒方研究所の広報業務

2302-本 16 人事部 開発協力人材室 1 人材育成事業に関する業務補助・改善提案

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 本部ポスト一覧



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-国 01 筑波センター 研修業務課 1～2
課題別研修「市場志向型農業振興（普及員）」コースの業務

補佐

2302-国 02 筑波センター 研修業務課 4（最大） 課題別研修「天水稲栽培・種子生産及び品種選定技術」コースの業務補佐

2302-国 03 東京センター 総務課 1～2
東京センター所管都県×JICA活動紹介（世界とつながる関東甲信越ー東京

都、千葉県、埼玉県、群馬県、新潟県、⾧野県）

2302-国 04 東京センター 市民参加協力第一課 2
開発教育支援事業：持続可能な社会づくりの担い手を育てる

教育を支援する事業

2302-国 05 北陸センター 1～2
北陸に所在するNGO等の国際協力実施に向けた実施体制等強

化のための支援プログラムに係るニーズ確認調査

2302-国 06 関西センター 4
関西における国内事業全般（研修業務課、開発大学院連携

課、市民参加協力課のいずれかに配属）

2302-国 07 九州センター 市民参加協力課 1 JICA九州センター広報

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 国内機関ポスト一覧



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-在 01  マレーシア事務所 1 東方政策に関する日本留学支援の成果及び今後の方針検討

2302-在 02  フィジー事務所 1

応募者提案型の自由研究テーマの調査・分析（ただし国別開

発協力方針に記載のある重点分野・JICA事業に資するものに

限る）

2302-在 03  バヌアツ支所 1 JICAバヌアツ支所における各種事業の実施支援

2302-在 04  モンゴル事務所 2
日本とモンゴルの社会課題の解決、SDGsの達成に向けたイノ

ベーションと共創

2302-在 05  ドミニカ共和国事務所 1 ドミニカ共和国における海外協力隊事業に関する対外発信の強化

2302-在 06  ドミニカ共和国事務所 1
非感染症疾患におけるプライマリー・ヘルス・ケア促進に係るプロジェクト

実施支援、情報収集

2302-在 07  ボリビア事務所 1
農業等の案件（技術協力プロジェクト、草の根技術協力等）

等の業務の補佐及び広報資料の作成支援

2302-在 08  ジャマイカ支所 1
カリブ海地域諸国との観光危機管理に関する経験・知見の共

有（ジャマイカでの研修）

2302-在 09  タンザニア事務所 1
タンザニア稲作振興の最前線～日タンザニア稲作協力40年の

歴史を辿る～

2302-在 10  カメルーン事務所 1
JICAカメルーン事務所における広報活動の強化（プロジェク

ト視察を通じたパンフレットの作成など）

2302-在 11  カメルーン事務所 1
「バリューチェーンの強化を通じたコメ振興プロジェクト

（PRODERIP-RCV）」（農業）における事業運営補佐

2302-在 12  ヨルダン事務所 1
ヨルダンにおけるJICAプロジェクトの認知度調査（JICAヨル

ダン事務所の広報の推進）

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 在外ポスト一覧



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-開コ01  ㈱アルメック 2
市民参加協力事業を中心とした国内事業の地域国際化活性化

への貢献度にかかる調査

2302-開コ02  ㈱アルメック 1 パラオ国環境配慮型交通システム整備プロジェクト

2302-開コ03  ㈱三祐コンサルタンツ 1 モザンビーク国小規模灌漑アドバイザー活動

 2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 開発コンサルティング企業ポスト一覧



 



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-本 01 安全管理部 安全対策第一課 2

途上国の政治や治安情勢の把握方法とJICA安全対策の基本に

ついて学び、日本人の安全な海外滞在に必要な取り組みを考

える。

2302-本 02 広報部 地球ひろば推進課 2
国際理解/開発教育支援事業に関する広報業務及びその取り組

みサポート

2302-本 03 東・中央アジア部 東アジア課 2～3 中国の対外援助・国際開発協力に関するリサーチ

2302-本 04 中南米部 中米・カリブ課 1 中米・カリブ地域における協力の整理と今後の方向性の検討

2302-本 05 中東・欧州部 ウクライナ支援室 3
日本国内のウクライナ避難民支援とウクライナ復旧・復興支

援をつなぐ取り組みの形成・実施

2302-本 06 民間連携事業部 計画・連携企画課 1
JICA民間連携事業部での就業体験:「中小企業・SDGsビジネス

支援事業」についての広報業務、他機関との連携業務補佐

2302-本 07
経済開発部 農業・農村開発第一グ

ループ第三チーム
1 小規模農家向け市場志向型農業振興（SHEPアプローチ）

2302-本 08
経済開発部農業・農村開発第２グルー

プ 農業・農村開発第５チーム
2 栄養改善分野の国際協力（特にアフリカ）に関する情報整理

2302-本 09
社会基盤部 運輸交通グループ第一

チーム
1

道路交通安全に係るJICAと国際機関及び国内関係機関との連

携に係る調査研究

2302-本 10
社会基盤部 運輸交通グループ第二

チーム
1 海上保安分野における海上保安機関の組織にかかる調査研究

2302-本 11
社会基盤部 資源・エネルギーグルー

プ第一チーム
1

エネルギートランジションあるいは持続的な鉱物資源開発に

関する調査研究支援

2302-本 12
地球環境部 防災グループ防災第一

チーム、第二チーム
1 防災分野人材・知見の体系化

2302-本 13 調達・派遣業務部 計画・調整課 1

「調達」や「人材派遣」を切り口に、統計情報やデータの利

活用、デジタルを活用した業務改善等の視点から国際協力業

界を学ぼう！

2302-本 14 調達・派遣業務部 契約第三課 1～2

国際協力人材としての競争力を高める「調達」を体験しよ

う！JICA事業に不可欠な調達業務を通じて国際協力スキルの

習得を目指します

2302-本 15 緒方貞子平和開発研究所 企画課 1 緒方研究所の広報業務

2302-本 16 人事部 開発協力人材室 1 人材育成事業に関する業務補助・改善提案

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 本部ポスト一覧



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本01

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週２，３回程度

必須

望ましい

望ましい

☑完全対面形式 □一部リモート可 ☑PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

語学は仏、西、露、アラビア語といった他の国連公用語でも可。相談に応じる。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：インターン参加者の都合を考慮したい

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学院生・社会人ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

英語読解力

特定の地域、国の政治、国際紛争、外交、国際関係に関する基礎知識

■参考情報

https://www.jica.go.jp/about/organization/safety/

■参加(同行)可能な行事・視察等

日程によっては関係者向け安全対策研修を見学できる。https://www.jica.go.jp/about/organization/safety/20180223_02.html

■受入時期・期間

2024年1月　から　2月　までの一ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

途上国の政治や治安情勢の把握方法とJICA安全対策の基本について学び、日本人の安全な海外滞在に必要な取り組みを考える。

■テーマの概要

昨今のパンデミックやウクライナ危機など世界情勢、国際関係の大きな変化を受け、グローバルサウスとも呼ばれるJICAの国際協力事業実
施対象国と日本・JICAとの関係は益々深まっていくものと思われる。JICAでは長年開発途上国の人々とともに国際協力事業を展開してきて
いる。その際、多くの関係者を現地に派遣してきており、これら関係者の安全な渡航、滞在を確保し続けることが重要な課題となってい
る。こうした中、2016年にバングラデッシュで起きたダッカテロ事件などの教訓を活かし創設された安全管理部では、途上国の政治治安情
勢の把握と必要な安全対策の検討、実行、強化に取り組んできている。こうしたことから、途上国の政治、治安動向を中心とした様々な
国、地域の情勢の理解と日本との関係構築、海外に進出する日本人、日本企業の安全な活動のあり方等に興味を有する者を対象に、上記
テーマでインターンシッププログラムを提供するもの。

■具体的なインターンシップ活動内容

安全管理部では日々JICAの国際協力事業実施の対象となる国々の政治・治安情勢とそれに関係する国際社会の動きを地域・国のレベルで情
報収集し、必要な安全対策を即座に実行できるよう、治安の変化をとらえられることを目指した分析も行っている。また様々な国に渡航、
滞在する関係者に向けての情報提供や安全対策上の助言、指導も行っている。こうした日々の取り組みを進める上での手法を学ぶ機会を提
供し、途上国の政治、治安動向を中心とした様々な国、地域の情勢の理解と日本との関係構築、海外に進出する日本人、日本企業の安全な
活動のあり方というテーマでのレポート作成に取り組む。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

安全管理部
■募集人数（人） 2

安全対策第一課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本02

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週 3回,　3ヶ月間程度

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■参考情報

・JICA地球ひろばHP　https://www.jica.go.jp/hiroba/index.html
・JICA地球ひろば展示　https://www.jica.go.jp/hiroba/information/exhibition/index.html
・JICA開発教育教材　https://www.jica.go.jp/hiroba/program/practice/education/index.html
・国際理解教育／開発教育指導者研修　https://www.jica.go.jp/hiroba/program/practice/seminar/recruit.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

上記のとおり、当課で行うイベントや視察には積極的に同行いただきます。

■受入時期・期間

　　　2024年　1月　から　3月　までの 3ヶ月間/週間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

国際理解/開発教育支援事業に関する広報業務及びその取り組みサポート

■テーマの概要

地球ひろば推進課は、将来の国際協力の担い手を増やすため、JICAがこれまで培ってきた国際協力の知見を活かして、学校教育を中心とし
て国際協力への理解と参加を促す、国際理解/開発教育支援事業各種を行っています。具体的には、教育委員会、教員、児童生徒を主な対
象に、日本各地のJICA国内拠点と連携しながら、SDGsの取組、多文化共生、キャリア教育、社会に開かれた教育など学校現場の課題に貢献
すべく、次の事業を行っています。
・教員・教育委員会向け研修プログラムの実施・取りまとめ
・中高生向け国際協力エッセイコンテストの実施
・学校教育向け教材（映像教材含む）の開発・活用促進
・JICA地球ひろばでの展示の企画・運営、イベント・セミナーの開催　等
インターンの方には、上記開発教育支援事業に参加し、地球ひろば展示やイベント及び開発教育教材に関する検討・提案・実施する活動を
中心に、その他関連業務のサポートも含め担当いただく予定です。

■具体的なインターンシップ活動内容

●メイン活動①：展示イベントの企画・運営・SNSを通じたPR活動
　JICA地球ひろばの外部展示イベントにかかる企画・運営及び効果的な集客・PRをお願いします。
（現時点では24年2月に外苑前にて実施する"世界の民族衣装が着られるイベント"のサポートに入って頂く想定です。）
●メイン活動②：開発教育に関する各種イベントの事前準備、参加、広報
　以下のイベント及び研修に参加し、写真・動画撮影、取材、編集の上、効果的な広報の検討・提案・実施をお願いします。研修参加時に
は、研修の内容に関する記事を作成いただきます。
　・JICA国際協力中学生高校生エッセイコンテスト表彰式
　・開発教育指導者研修後半研修、教師海外研修事後研修・報告会
　・その他JICA地球ひろばイベントや開発教育オンラインイベント　等
●サブ業務：開発教育に関する庶務を含む取り組み業務サポート及び広報
　開発教育教材や資料整理等、庶務を含む開発教育支援事業サポート及びその他広報業務補佐をお願いします。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

広報部
■募集人数（人） 2

地球ひろば推進課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本03

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2,3回  2,3ヶ月間程度

必須

望ましい

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

- 円/日 - 円/泊

■備考・留意点

・リサーチ業務がメインとなるため、ご自身の専攻や研究内容との親和性が高い方からの応募をお待ちしております。
・応募書類では、中国の対外援助・国際開発協力への理解度や、リサーチしてみたい事項について示してもらえると、選考の参考となり助
かります。

論文等の執筆経験

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：インターン生の事情に応じて柔軟に対応可能

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

中国の政治・外交への理解（専攻の内容が関連している方を優先します）

情報収集が円滑にできる語学力（中国語はHSK6級合格、英語はTOEIC860/IELTS6.5が目安）

■参考情報

・リサーチに際して、以下の北野教授の先行研究の内容を事前にご確認頂くようお願いします。
　https://www.jica.go.jp/jica_ri/research/strategies/strategies_20121101-20140930.html
　https://www.jica.go.jp/Resource/jica-ri/ja/publication/other/l75nbg00000x36id-att/other_20181005_JP.pdf
　https://www.rieti.go.jp/jp/publications/nts/23j025.html
　（※https://www.youtube.com/watch?v=GzFELiQGaVg&t=3031s　の説明が参考になります）

■参加(同行)可能な行事・視察等

・海外出張（「中国とDACドナーの協調に関する事例研究」での外部有識者との現地調査や、「外国人材送出し国の教訓に関する情報収
集・確認調査」でのコンサルタントとの現地調査が受入期間内に複数回（いずれも中国以外）予定されており、希望に応じて同行可能）
・内外での勉強会（JICA「中国の開発協力勉強会」、日中経協の各種勉強会等）

■受入時期・期間

　2024 年 1月　から　3月　までの　3ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

中国の対外援助・国際開発協力に関するリサーチ

■テーマの概要

　中国に対するODAは2022年3月に終了したが、当課では2018年10月日中首脳会談での内容に基づき、中国関係機関と開発分野における対話
や人材交流等を推進しており、その一環で中国の対外援助動向に関する情報収集を行っている。

　中国は、2000年代頃から国際開発における主要な資金供給者として台頭し、開発途上国への対外援助を増大させている。これに対する
OECD（経済協力開発機構）-DAC（開発援助委員会）諸国の反応としては、「債務の罠」や途上国の債務持続性リスク増加に着目した批判が
見られる一方、途上国の開発需要を満たす側面から第三国市場協力を推進する国も見られ、多様な様相を呈しているのが実態である。

　この点に関して学術界ではどのような先行研究・主張が展開されているのか、JICAでの取り組み、知見を活用しつつ、情報収集・整理・
分析を試みたい。この観点で、中国外交や開発協力に関わる分野で研究をしているインターンの方による活躍を期待している。

　※中国の対外援助の実績や概要については、下記「■参考情報」を参照

■具体的なインターンシップ活動内容

（１）文献整理
・中国の対外援助・国際開発協力に関する研究者（代表的な先行研究）一覧を作成する
・中国の対外援助・国際開発協力に関する文献の収集や要約等を行う

（２）リサーチペーパーの作成
・中国の対外援助・国際開発協力に関して特定のテーマを決めてリサーチを行い、報告書にまとめる
　（現時点では、世銀IDS（International Debt Statistics）を使った途上国の対外公的債務等の内訳整理・比較分析が考えられる。
　　ただ、インターン生の希望や専攻との親和性も考慮したいので、面接選考時やインターン開始時にすり合わせる予定。
　　例えば、専攻が水資源分野であれば、中国が源流となる国際河川の総合水資源管理に関わる支援動向について扱うのも一案。）
※上記（１）、（２）の作業は、当課職員の指導の下、外部有識者にもヒアリングを行いながら対応する想定です。

（３）出張同行　※インターン生が希望する場合
・下記「■参加(同行)可能な行事・視察等」に記載の調査に同行する。討議議事録の作成等にもご挑戦頂くかもしれません。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

東・中央アジア部
■募集人数（人） 2～3

東アジア課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本04

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週3回,2ヶ月間程度

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

・当課のインターンは、各個人の特性や関心・希望に合わせて自由度高くプログラムを決めることが出来るようにしていることから、専門
性を既に有してる人材については、その専門分野でのインターン活動の検討が可能であるほか、専門分野を広げたい人材、専門分野を探し
ている人材にもお薦め。
・フルタイム以外も可とするが、フルタイムがインターン個人の能力開発の観点では望ましい。
・課内では在宅勤務を通常化していることから、インターン生の在宅勤務も可。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

スペイン語能力

■参考情報

JICAウェブサイト「中南米Plaza」

■参加(同行)可能な行事・視察等

JICA国内拠点への出張・訪問、日本・カリブ交流年関連行事

■受入時期・期間

2024年　1月　から　3月　までの　3ヶ月間/週間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

中米・カリブ地域における協力の整理と今後の方向性の検討

■テーマの概要

中米・カリブ地域における過去の協力を地域及びテーマで整理し、過去のアセットを活用した新規協力につなげる。また、中米・カリブ地
域で実施する事業のサポートを通じて国際協力についての理解を深めるとともにこれらをJICA内外に発信し広報力の強化に貢献する。

■具体的なインターンシップ活動内容

1．中米・カリブ地域を中心としたJICA事業の理解促進（ブリーフィング、実績資料作成、会議参加等）
2．過去の協力に係る情報収集と整理（中米・カリブ課メンターとの協働）
3．中米・カリブ地域事業における広報の支援
4．キャリアプラン形成に向けたオリエンテーション及びリソースパーソンとの面談の実施
5．会議、外勤等を通じた外部ステークホルダーとの協議への参加と結果の取りまとめ
6．関連テーマに関するプレゼンテーションの実践（２回程度）

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

中南米部
■募集人数（人） 1

中米・カリブ課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本05

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2回,2ヶ月間程度

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

本インターンは、明確なゴールが設定されているものでなく、インターンが始まるタイミングでゴール及び活動内容を検討いただく必要が
ある点を了承いただければ幸いです。内容によっては、インターン生による企画の実施も可能です。開始にあたっては、JICAが考える事業
全体像やこれまでの経緯について説明させていただきますので、ぜひ一緒に内容を考えていければと思います。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

ウクライナ人留学生やウクライナに詳しい方を歓迎します

■参考情報

・JICA各国における取り組み・ウクライナhttps://www.jica.go.jp/ukraine/index.html
・JICA採用HP「ウクライナ支援の現場」https://www.jica.go.jp/recruit/shokuin/frontline/feature/feature07.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

・関係団体への訪問及び面談、JICA国内機関への訪問等(基本的に関東地域を想定していますが、居住地域等によって応相談）

■受入時期・期間

2024年1月　から　2024月3月までの2～3ヶ月間程度（応相談） フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

日本国内のウクライナ避難民支援とウクライナ復旧・復興支援をつなぐ取り組みの形成・実施

■テーマの概要

ロシアによる侵略は多くのウクライナの人々の生活に影響を及ぼしています。国外約８００万人以上、国内約５００万人の避難を余儀なく
された人々に対する支援が継続的に必要な状況です。日本は約２，０００人のウクライナ避難民を受け入れており、政府、日本財団、自治
体やＮＧＯが中心となり行政手続き含む受入支援や、日本語教育・就労支援等の生活支援が行われています。避難民の多くは将来的に母国
への帰国を希望しているものの、戦争の激化・長期化に伴い帰国への見通しが立たず、ストレス緩和・メンタルヘルスケア・コミュニティ
形成支援等も必要です。ＪＩＣＡは、開発途上国に対する支援に加え、市民参加、民間連携事業、外国人材受入れ・多文化共生支援等の取
り組みを実施していますが、「避難民への支援」はＪＩＣＡにとっても新しい取り組みの一つとなります。ＪＩＣＡが実施中の対ウクライ
ナ及び周辺国向けの協力、また全国１５か所に有する国内機関を通じた自治体・民間企業・市民社会（ＮＧＯ・ＮＰＯ等）との連携によ
り、避難民の方々の抱える課題を解決し、さらにウクライナの復旧・復興につなげる新しい取り組みを一緒に考える熱意ある仲間を募集し
ます。

■具体的なインターンシップ活動内容

1．２０２３年８～９月  に実施したウクライナ避難民／留学生へのインタビューからのニーズ取りまとめ・分析
2．ウクライナ避難民／留学生のニーズに合致する取組み（ＪＩＣＡ研修事業、就業マッチング、その他イベント等）の検討・企画・実施
3．ＪＩＣＡが検討中のウクライナ避難民／留学生支援プログラムの実施・運営支援
4．ＪＩＣＡの国内機関を活用したウクライナ避難民プラットフォームの試行
5．２．３．に関する取組みのフィードバック及び２０２４年度以降のＪＩＣＡの取組みに向けた提言

※内容は変更となる場合がございます。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

中東・欧州部
■募集人数（人） 3

ウクライナ支援室



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本06

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2～3回,2ヶ月間程度

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■参考情報

（※１）中小企業・SDGsビジネス支援事業：https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/index.html
（※２）グッドプラクティス：https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/case/release/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

■受入時期・期間

2024年1月から3月までの間で2ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

JICA民間連携事業部での就業体験:「中小企業・SDGsビジネス支援事業」についての広報業務、他機関との連携業務補佐

■テーマの概要

日本の民間企業は、様々な分野で優れた製品・技術・サービスを有しており、開発途上国の社会的・経済的課題の解決に貢献する可能性を
持っています。JICA民間連携事業部では「中小企業・SDGsビジネス支援事業」（※１：参考情報欄のリンクをご確認ください）を通じて、
企業の開発途上国におけるビジネスづくりを支援しており、今後、更にこうしたビジネスの成功例を積み上げ、拡大していきたいと考えて
います。
このインターンシップでは、より多くの企業に「中小企業・SDGsビジネス支援事業」をご活用頂くため、本事業を活用した企業の成功事例
について、JICAウェブサイトに掲載する広報記事作成を行って頂きます。インタビューを通じて企業の想いに触れながら、ビジネスによる
開発課題の解決について理解を深めて頂ければと考えています。また、JICA外の関係機関（各種支援機関、金融機関、研究機関、自治体
等）との連携業務補佐を通じて、多様なアクターと連携し、相乗効果を目指す取り組みについても経験をして頂ければと思います。
「民間連携」、「価値共創」、「SDGsへの貢献」などに関心を持つ方からのご応募を歓迎致します。

■具体的なインターンシップ活動内容

（１）「中小企業・SDGsビジネス支援事業」についての広報
　・「中小企業・SDGsビジネス支援事業」に参画頂いた企業の成功事例を掲載する「グッドプラクティス（案件紹介）」ページ（※２）の
記事作成を行う。
　民間連携事業部関係者に記事化の要望を確認し、対象企業を決定。その後、企業に取材し、記事執筆・原稿確認・ウェブ掲載を行う。
　・その他、Facebook運営、メディア取材対応、メールマガジン発行、セミナー開催等の広報業務の補助を行う。また関連の打合せに参加
する。

（２）他機関との連携業務補佐
　・他機関との連携関連の打ち合わせに同席し、準備や議事録作成を行う。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

民間連携事業部
■募集人数（人） 1

計画・連携企画課



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-本07

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週3回,　2ヶ月間程度

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

・本インターンシップを通して、国際セミナー等への参加を通じて農業普及分野の国際協力に関する知見を深める経験を得られます。
・農業分野に係る知識を必須とはしませんが、インターンプログラムにかかる十分な理解やその円滑な遂行のため、農学系や農業経済学関
連を大学において専攻していることが望ましいです。
・インターンシップ活動内容は上記テーマを中心としますが、当部で実施するその他関連業務の補助も含む可能性があります。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

農学系または農業経済学に関する分野を専攻する者

■参考情報

・JICA HP「SHEP（市場志向型農業振興）アプローチ」
https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/approach/shep/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

SHEP国際ワークショップ、SHEP専門家意見交換会、SHEP課題別研修(国内出張の可能性あり）

■受入時期・期間

　2024年　2月　から　3月　までの　1ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

小規模農家向け市場志向型農業振興（SHEPアプローチ）

■テーマの概要

　JICAは、従来の「作ってから売る」から「売るために作る」に農家の行動変容を促し、ビジネスとしての農業の実践を促進する「SHEPア
プローチ」を活用した農業普及事業をアフリカ、アジア、中南米の各地域で実施するとともに、同アプローチに基づく農業普及事業を実践
可能な人材の育成を進めています。また、同アプローチを他ドナー、民間企業等の幅広いアクターに活用してもらうために、効果の検証と
発信、事業の実践を通じて得られる知見・教訓の蓄積と共有等のナレッジマネージメントに取組んでいます。
　2019年に開催されたTICAD7のサイドイベントにおいて、SHEPアプローチを活用した農業普及を100万人の小規模農家に届け、農家の生計
向上を目指す「SHEP100万人宣言」をアフリカ各国関係者、国際農業開発基金（IFAD）、日本企業関係者と共に表明し、2022年8月に開催さ
れたTICAD Ⅷでは、これまでの活動及びプロジェクトのインパクト評価の成果を共有しました。
　2024年下半期では途上国の行政官を対象にした課題別研修や全世界対象にSHEPの知見を共有し合う国際ワークショップを企画していま
す。

■具体的なインターンシップ活動内容

　本インターンシップ・プログラムでは、以下の内容について、担当職員と業務の内容・進め方を相談しつつ、主体的に情報収集・資料作
成・セミナーの準備等を実施いただくことになります。
・SHEP課題別研修の実施支援。
・SHEP国際ワークショップの実施支援。
・SHEP専門家意見交換会の実施支援。
・SHEP活用案件の分析。
・SHEPアプローチの広報に係るレビュー・提案、HPの更新、リーフレット作成など。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

経済開発部
■募集人数（人） 1

農業・農村開発第一グループ第三チーム



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-本08

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週2回,1.5ヶ月間程度

望ましい

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

インターン場所はJICA本部経済開発部内を予定しています。勤務体系は柔軟に対応します。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

栄養学、農学、農業開発に関する分野を専攻、または興味と知識を有すること

将来のキャリアとして、食と栄養分野における国際協力に関心があること

■参考情報

JICA Website（栄養改善）：https://www.jica.go.jp/activities/issues/nutrition/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

■受入時期・期間

　2024年　1月　から　3月　までの1～3ヶ月間程度（2週間程度からの受入も可とする） フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

栄養改善分野の国際協力（特にアフリカ）に関する情報整理

■テーマの概要

　アフリカでは5歳未満児の年間死亡者のうち45％が低栄養に起因していると言われる。2021年12月の東京栄養サミットなど国際場裏で栄
養改善を推進するモメンタムが高まっている。JICAもその機会に「JICA栄養宣言」を発表し、改めてコミットメントを表明している。
　JICAは、2016年のTICAD VIにおいて「食と栄養のアフリカ・イニシアチブ（Initiative for Food and Nutrition Security in Africa：
IFNA）」を立ち上げた。IFNAは、2025年までの10年間で、アフリカの国々において栄養改善の戦略の策定や既存の分野の垣根を越えた栄養
改善実践活動の促進、普及などに取り組むことしている。JICAは、IFNAの運営支援と栄養に関連する協力を戦略的に展開している。
　本件インターンシップは、JICA経済開発部でIFNAや食と栄養の協力を主導する第5チームにおいて、協力全体を戦略的に展開するための
協力案件の全体管理の補佐、栄養改善のためのアプローチ開発に関する各種会合の企画・運営補佐、アプローチの整理などを行う。

■具体的なインターンシップ活動内容

１．JICA経済開発部の栄養改善協力の戦略的な展開のための業務補佐
　・JICA経済開発部の栄養分野の既存の協力案件の状況、新規案件形成に向けた本部・事務所、IFNA事務局などの取り組み状況を更新す
る。
　・協力全体の戦略的な展開に向けた取り組み状況表や予算や投入管理のフォーマットの更新
　・協力全体の月次モニタリングと翌月の対応策の整理
　・他の援助機関の支援状況の取りまとめ
　・特定課題の情報収集（栄養に配慮したアプローチ等）
２．食と栄養分野の協力のためのアプローチの整理
　・アプローチの開発・整理を担う「栄養サブタスク」会合や関連勉強会、JICA専門家との意見交換会の企画・運営
　・食生活を変えるための行動変容、栄養改善に向けた農業や保健、教育分野の政府機関の連携を高めるための方策などアプローチの整理
　・協力案件におけるアプローチの整理
　　※食生活や営農・生活の改善に向けた動機付け、農業と保健など複数セクターの関係者の連携、各国の文脈での調整に着目
３．関連補助業務（栄養分野の広報、イベントの準備補助、資料作成、等）

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

経済開発部農業・農村開発第２グループ
■募集人数（人） 2

農業・農村開発第５チーム



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本09

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 不可

望ましい

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

3,000円/日 10,000円/泊

■備考・留意点

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

道路交通安全に関わる基礎知識

Excel、PowerPointに関する基礎的操作

■参考情報

・JICA運輸交通グローバルアジェンダ（https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/index.html）
・IATSSイベント（https://www.iatss.or.jp/event/list.html）

■参加(同行)可能な行事・視察等

インターン期間中に実施している道路交通安全クラスターの技術協力プロジェクト及び研修事業の会議、打合せ、視察など

■受入時期・期間

2024年  3月　から　3月末　までの　1ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

道路交通安全に係るJICAと国際機関及び国内関係機関との連携に係る調査研究

■テーマの概要

交通事故が原因で死亡した人は世界で年間 135 万人（WHO、2016 年）に達し、HIV・エイズや結核による死者数を上回っている。利便性の
高い運輸交通サービスの実現に伴い顕在化する負の側面への対応として、「道路交通安全」は重要課題と認識されるようになり、SDGsの
ゴール3.6では「2030年までに交通事故死傷者数を半減する」という目標を掲げている。JICAは運輸交通グローバルアジェンダ「すべての
人々が安全かつ安心して移動できる社会の実現に貢献する」を推進しており、「道路交通安全」クラスターでは戦略的に交通事故死者数削
減に取り組んでいる。具体的には交通安全に関する技術協力プロジェクト（ダッカ、タイ、カンボジアを実施中）に加え、国際交通安全学
会（International Association of Traffic Safety and Sciences：IATSS）が実施する研究部会への参加、外部有識者を委員に招いた課
題別支援委員会開催などの取り組みを実施しており、今後、国際機関・他ドナー等との連携は道路交通安全プラットフォーム構築において
重要な要素となっている。

■具体的なインターンシップ活動内容

道路交通安全クラスターの取り組みの中で、今後、世界銀行（World Bank：WB）やアジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）など
国際機関や他ドナー、国内関係機関との連携を図りたいと考えている。そのため、今回のインターンシップでは以下の調査研究活動を行っ
ていただく。
①JICAの道路交通安全クラスターの取り組み状況及び方針の把握
②国際機関や他ドナーが実施している道路交通安全に係る取組状況及び方針に係る情報収集
③国内関係機関（民間企業、研究会、交通安全に関する協会など）が実施している道路交通安全に係る取組状況及び方針に係る情報収集
④上記①～③を踏まえたうえで、JICAと国際機関及び国内関係機関との連携のあり方に係る提言
⑤JICAの道路交通安全クラスターの普及、広報に係る提言
⑥交通安全に関するデータ整理、分析

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

社会基盤部
■募集人数（人） 1

運輸交通グループ第一チーム



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本10

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 不可

望ましい

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

3,000円/日 10,000円/泊

■備考・留意点

自立的かつ積極的に活動を進める姿勢、モチベーションに期待する。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

安全保障もしくは、東南アジア地域（比・尼・越・馬）に関わる基礎知識

Excel、PowerPointに関する基礎的操作

■参考情報

・JICAグローバル・アジェンダ「運輸交通」（https://www.jica.go.jp/activities/issues/transport/index.html）

■参加(同行)可能な行事・視察等

インターン期間中に実施される海上保安分野の技術協力事業にかかる会議、打合せ、視察など

■受入時期・期間

2024年  2月　から　3月末　までの　1ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

海上保安分野における海上保安機関の組織にかかる調査研究

■テーマの概要

日本の海上保安分野の協力は、1960年代末のマラッカ・シンガポール海峡等の航行安全に向けた水路測量・海図作成､航路標識の整備･維持
管理から始まった。1980年代からはフィリピン、インドネシア等での海難救助、油防除分野、2000年代からは海賊対策、海上テロ対策など
海上法執行強化の協力へと発展してきている。この間、東南アジア等において文民組織としての海上保安機関の設立が相次ぎ、JICAは、こ
れらの設立及び能力強化への協力も行ってきた。また、資金協力による巡視船艇等の機材・施設整備も行ってきた。
このように、海上保安分野の協力は、その時々の国際情勢や海事分野のニーズ等を踏まえ、課題解決のために分野・内容ともに拡大・拡充
し対応してきた。しかしながら、近年、海洋分野における課題が大きく変化している。東シナ海や南シナ海において力を背景とした一方的
な現状変更の試みやその既成事実化等、日本の重要なシーレーンに対する海洋安全保障上の脅威・リスクが顕在化している。このような海
洋を取り巻く昨今の状況を踏まえ、シーレーン沿岸国等の海上保安能力を強化する必要がある。

■具体的なインターンシップ活動内容

海洋安全保障分野において、日本の協力重点国であるフィリピン、インドネシア、ベトナム、マレーシアを中心に海上保安機関のそれぞれ
の国における位置づけの確認や組織分析を通じ、各国の比較分析を行うことを想定している。また、米国や豪州など他国及び他ドナーの動
向に係る情報収集を行う。それら情報収集、分析を踏まえ、海上保安分野における我が国及びJICAの協力の方向性に係る提言をとりまとめ
ることを期待。加えて、インターン自らが作成し、当部の助言が反映された研究計画に従って活動することも可能。
JICAはインターンに対して、執務場所を提供するとともに、各種の情報、JICA職員や専門家等へのヒアリング機会、収集資料・報告書の閲
覧、関連する報告会やセミナーへの参加機会などを提供する。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

社会基盤部
■募集人数（人） 1

運輸交通グループ第二チーム



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-本11

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2～3回程度

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■参考情報

https://www.jica.go.jp/activities/issues/energy_minig/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

■受入時期・期間

2024　年　１　月　から　2024年　３月　までの間。２週間～３ヶ月間 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

エネルギートランジションあるいは持続的な鉱物資源開発に関する調査研究支援

■テーマの概要

社会基盤部は都市・地域開発、運輸・交通、資源・エネルギー分野の協力を所掌している。
　資源・エネルギーグループは、カーボンニュートラルに向けたエネルギートランジションや持続的な鉱物資源開発への支援を展開してい
る。本ポストは途上国のエネルギートランジションやに関する調査研究のサポートを行うもの。インターン自身が自らの問題意識に基づく
調査研究活動を自主的かつ自立的に実施することが大前提であり、当部は関連資料の入手やアクセスへのアドバイス、実務を担う職員との
ディスカッションの機会などを提供する。今ある技術だけでカーボンニュートラルを実現することは困難であり、次世代脱炭素技術に関す
るテーマでもよい（核融合原型炉に必要なベリリウム賦存状況など）。

■具体的なインターンシップ活動内容

インターン自らが作成し、当部の助言が反映された研究計画に従って活動する。JICAはインターンに対して、執務場所を提供するととも
に、各種の情報提供（注：具体的に記載出来るデータなどありましたら追記をお願いします）、JICA職員や専門家等へのヒアリング機会、
関連する報告会やセミナーへの参加機会などを提供する。また、資源・エネルギーグループで実施・検討しているエネルギートランジショ
ンに関する調査等への参画も歓迎。本インターンを通じて日本の国際協力に関する理解を深めて頂くことを期待します。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

社会基盤部
■募集人数（人） 1

資源・エネルギーグループ第一チーム



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本12

■部署名：

■課名：

調整不可 可 週3回程度／以上

必須

必須

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

本インターンシップでの活動時間中（9:30～17:45）に、インターン活動に専念できる健康状態、他活動との両立を自立的に行えることを
条件とします。

MS Excelによる分析やオンライン会議運営に精通していること。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

防災分野の事業に関心を有すること。

研修員等とカジュアルなコミュニケーション可能なレベルの英語力。

■参考情報

JICAの防災分野における取り組みについて
https://www.jica.go.jp/activities/issues/disaster/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

研修員受入事業の講義・研修等(オンライン含)、技術協力プロジェクト等の先方機関との打ち合わせ・案件形成時の会議などインターン期
間中に実施されれば同行可能。

■受入時期・期間

2024年1月　から　3月　までの　2ヶ月以上 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

防災分野人材・知見の体系化

■テーマの概要

地球環境部防災グループでは、技術協力事業等を通じて途上国における防災の取り組みと防災人材の育成を支援しています。本インターン
では、JICAの防災分野における活動の知識を深められると同時に、過去の防災支援に関する知見と人材のネットワークをとりまとめる業務
に携わりながら、より効果的・効率的なJICAの防災支援の環境づくりに貢献できます。 防災人材に関しては、研修員・留学生、専門家や
開発途上国防災機関職員、日本国内の関係機関・有識者等とのネットワークを構築・強化しています。また防災の知見の体系化において
は、洪水、地震、気象等の防災支援分野において、インターン生の関心に応じて、優良事例のとりまとめ、協力効果の検証、その他知見の
整理といった業務を期待しています。なお、JICA防災グループでは、防災インフラの整備と重要インフラの強靭化といった構造物対策を中
心とした災害リスク削減に注力しており、土木・建築といった知見を持つ職員も多数活躍しています。このため、理系学部をはじめ多様な
バックグラウンドの方の応募を歓迎します。

■具体的なインターンシップ活動内容

以下の中から、インターン生の関心の高いもの、専門性を考慮して所属部署と話し合った上で詳細な活動内容が決まります。

1．防災人材のネットワーク構築
留学生ネットワークの運営・企画（留学生間のネットワーキングイベントの企画・実施、広報マテリアルの作成）
防災分野の研修員、専門家、防災カウンターパート等の人財のリスト／データベース化。
防災人材のネットワーク体系の構想・試行的な取り組みの補助。

２．知識の体系化
洪水、地震、気象といった分野において、特定の国における防災強化の事案を検証、とりまとめ。
防災グループ内で蓄積された情報の整理と応用・発信（広報）に係る補助的な作業。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

地球環境部
■募集人数（人） 1

防災グループ防災第一チーム、第二チーム



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本13

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週2-3回程度

必須

必須

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

データサイエンス、ITやデジタル技術に対する関心

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

開発分野や公共調達に対する関心

事務処理能力（Microsoft Word, Excel, Power pointなどを用いた資料作成等、事務作業）

■参考情報

・JICA事業と調達の関係：https://www.jica.go.jp/about/announce/beginner/activities/index.html
・公共調達の適正化に係る情報の公表（本邦における契約の公表）：
https://www.jica.go.jp/about/announce/proper/domestic/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

現時点で想定している行事・視察はなし

■受入時期・期間

　　　2024　年　1　月　から　3　月　までの　1ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

「調達」や「人材派遣」を切り口に、統計情報やデータの利活用、デジタルを活用した業務改善等の視点から国際協力業界を学ぼう！

■テーマの概要

JICAが途上国の現場で活動を行うために、専門家等の人材の派遣や機材等を迅速に現地に届ける必要があります。こういった「調達」や
「人材派遣」といったロジスティックスが、JICA事業を支えており、「調達・派遣業務部」がその要になります。「調達」や「派遣」業務
を通じてどこの国にどんな支援が実施されるのか、どのような人材が派遣されているのかといった情報が蓄積され、当部が大きなデータバ
ンクになっています。これらの情報から有用なデータを導き出し、現場での支援へ活かしていく取り組みを進めていくところです。また、
RPA（Robotic Process Automation）をはじめとしたデジタル技術を活用して様々な業務改革やDXを推進しています。
本プログラムでは、まずJICA業務の全体像及び調達・派遣業務の位置づけを説明します。その上で、ロジスティックス部門における統計情
報の整備やデータの利活用、デジタル技術を活用した業務改善・改革の一端を体験して頂き、JICAにおけるロジスティクス業務を支える仕
組みを理解するとともに、組織運営に欠かせないデータやデジタル活用の視点を学ぶことができます。

■具体的なインターンシップ活動内容

本プログラムでは、初めに、JICA事業の概要の説明および調達・派遣業務の位置づけに関する説明をしたのち、以下の活動内容を想定して
います。どの業務を中心に行うかは、ご本人の希望や受入時期・期間に応じて調整します。統計・データ分析や、業務改善・改革、IT活用
などの中で力を入れたいものを選んで取り組むことができます。
１．契約統計情報の公表作業の補助
２．JICAのパートナーとなる団体情報管理の意義と実践
３．データ利活用業務タスク・勉強会補助
４．当部の果たすべき役割（Value）を強化するための活動モニタリングの支援
５．RPA業務自動化タスク補助、業務フローからRPAシナリオを実際に作成する
６．問い合わせ削減タスク補助・わかりやすいマニュアルやFAQの作り方の補助
７．インターン結果の発表、業務改善への提言

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

調達・派遣業務部
■募集人数（人） 1

計画・調整課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本14

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週3-4回,2-3ヶ月間

必須

必須

必須

☑完全対面形式 □一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

・入札・個人情報等、機微な情報に触れる部署です。活動を通じて得られた情報に係る守秘義務を、本活動参加後も厳守願います。
・JICAの調達は国内外での活動を支える専門家の調達に加えて、日本国内での作業を主とする各種契約（広報・人事・情報システム・建設
工事・事務支援などの分野に係る調達）、海外での活動に必要な機材などの物品の調達など様々な契約がありますが、当課は後者の国内を
対象とする調達等の業務を担っています。

Microsoft Teamsなどを利用したオンライン会議を行った経験

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

開発分野や公共調達に対する関心

事務処理能力（Microsoft Word, Excel, Power pointなどを用いた資料作成等、事務作業）

■参考情報

JICA調達情報　https://www.jica.go.jp/announce/index.html
国際キャリア総合情報サイト　https://partner.jica.go.jp/

■参加(同行)可能な行事・視察等

入札会等への立ち合い、納入物品(機材)の立ち合い検査への同行、JICA国内機関(首都圏)等の視察

■受入時期・期間

2024年　1月　から 3月　までの3ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

国際協力人材としての競争力を高める「調達」を体験しよう！JICA事業に不可欠な調達業務を通じて国際協力スキルの習得を目指します

■テーマの概要

JICAが事業を実施する際、多くの協力企業と協働したり物品等を調達しています。従い、協力企業の選定や必要な物品等を調達するための
諸手続はJICAにとって必須の機能であると共に事業や活動の成否を大きく左右する要素にもなります。本プログラムでは、①調達計画②入
札・選定③契約④業務完了後の検査・経費精算などの一連の調達プロセスを経験することにより、公共調達について理解を深めていただき
ます。JICA事業に携わりたい方も含め、国際協力分野を目指す人にとって公共調達の原則、適正な調達プロセスを理解することは不可欠で
あり、JICAの調達における考え方を知ることは非常に有益です。JICAは公的機関として、調達の三原則である「競争性・透明性・公平性」
の維持とより効率的な手続きの両立を目指しており、一連の調達プロセスを経験した参加者からの気づきや改善点にかかる提案にも期待し
ています。昨今はウクライナ支援のため、必要な資機材の緊急輸送を実施、赤十字国際委員会（ICRC）と協力覚書を締結し、今後、紛争影
響国においてロジスティックス分野における協力を検討するなど持続可能な新たな取組を学び、関わることができます。

■具体的なインターンシップ活動内容

本プログラムを通じて、以下の点を中心に調達・派遣業務部の役割と機能に対する理解を深めていただきます。
　JICAの活動概要／JICAにおける調達・派遣業務部の位置づけ、役割／公共調達とは／調達・派遣業務部内の各機能／契約の手順と事業担
当部　　との関係
上記について理解を深めていただくために、各業務の担当（調達・派遣業務部職員）の支援のもと、以下の活動を行っていただく予定で
す。
１．調達手続き補助
　事業担当部と調達実施方針の打合せ（入札書類の内容確認を含む）／入札書類作成補助／入札会立ち合い（電子入札）／落札業者との契
約関連打ち合わせ／納入物品(機材)の立ち合い検査補助／精算手続き補助／調達関連勉強会・セミナー等開催補助
２．インターン結果の発表、業務改善の提言
３．オプション（インターン生のご希望に応じ、相談のうえ決定します。以下は参考例です。）
　RPA（PC上のソフトウェア型のロボット）を活用した調達プロセス効率化補助／契約手続きマニュアルの見直し補助／入札書類の見直し
補助
／調達業務に関する統計作成補助／調達ウェブサイトの改修補助／JICA国内機関の視察

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

調達・派遣業務部
■募集人数（人） 1～2

契約第三課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-本15

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週1-3回

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

緒方研究所ウェブサイトの記載内容が理解できる程度の英語力

■参考情報

https://www.jica.go.jp/jica_ri/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

特になし

■受入時期・期間

2024年1月　から　3月　までの　3ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

緒方研究所の広報業務

■テーマの概要

緒方研究所のJICA内外での認知度向上を目的とした広報活動。
ウェブサイトを始めとした緒方研究所の広報媒体の現状を把握する。
また、他機関の事例やユーザー側のニーズ等をリサーチし、その結果も踏まえて効果的な広報を企画、提案する。

■具体的なインターンシップ活動内容

・緒方研究所の広報媒体（ウェブサイト、SNS、動画、メルマガ）の機能性を確認し、問題点や課題についてリスト化する。
・主要な研究機関やシンクタンク等の広報媒体から、効果的な広報について情報収集を行う。
・緒方研究所の広報媒体に対する学生層等、インターン生が属するユーザー層のニーズ調査を行う。（例：アンケート調査）
・上記を踏まえ、より効果的な広報に向けた企画、提案を行う。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

緒方貞子平和開発研究所
■募集人数（人） 1

企画課



登録番号 2302-本16

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週　2～3回程度

必須

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

PC操作、資料作成等の事務的作業があります。

■執務環境等（該当する項目を☑としてプルダウンで選択してください。）

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件(「必須」か「望ましい」かを選択し、具体的な要件を記載ください。)

国際協力人材育成や研修事業に対しての関心

■参考情報

【ジュニア専門員】https://www.jica.go.jp/recruit/jrsenmonin/index.html
【能力強化研修】https://www.jica.go.jp/recruit/kyokakenshu/top.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

■受入時期・期間（調整可か不可かをプルダウンで選択してください。）

　　　　2024年1月上旬　から 3月下旬　までの　2ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

人材育成事業に関する業務補助・改善提案

■テーマの概要

人事部開発協力人材室はJICA内外の国際協力人材の確保・育成の戦略性向上を目指し、主に以下の取り組みを行っています。
（１）JICA内外の国際協力人材確保・育成に向けたビジョン・計画の策定
（２）各アクターに対する人育育成の強化
（３）各種人材採用・確保の戦略性・効率性向上

本ポストでは、上述の取り組みに資する、以下業務に携わって頂く予定です。
①国際協力人材（インターン、ジュニア専門員等）のネットワーキング活性化に向けた取り組み、フォローアップ調査等
②国際協力人材向けの研修：能力強化研修

■具体的なインターンシップ活動内容

インターンは、各業務の担当（開発協力人材室員）の監督のもと、以下活動を行って頂きます。
1.インターンを対象としたワークショップの運営・企画およびインターン生のネットワーキング活性化に向けた取り組み
2.ジュニア専門員に関連した情報収集・整理・分析
3.国際協力人材向けの研修運営補助・新たな研修の提案・改善提案
　ア） 研修運営補助（講師や運営担当職員の支援、資料準備、設営補助等）
　イ） 研修のアンケート作成・結果の取り纏め補助
　ウ） 国際協力人材向けの新たな研修の提案・改善提案

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

人事部
■募集人数（人） 1

開発協力人材室



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-国 01 筑波センター 研修業務課 1～2
課題別研修「市場志向型農業振興（普及員）」コースの業務

補佐

2302-国 02 筑波センター 研修業務課 4（最大） 課題別研修「天水稲栽培・種子生産及び品種選定技術」コースの業務補佐

2302-国 03 東京センター 総務課 1～2
東京センター所管都県×JICA活動紹介（世界とつながる関東甲信越ー東京

都、千葉県、埼玉県、群馬県、新潟県、⾧野県）

2302-国 04 東京センター 市民参加協力第一課 2
開発教育支援事業：持続可能な社会づくりの担い手を育てる

教育を支援する事業

2302-国 05 北陸センター 1～2
北陸に所在するNGO等の国際協力実施に向けた実施体制等強

化のための支援プログラムに係るニーズ確認調査

2302-国 06 関西センター 4
関西における国内事業全般（研修業務課、開発大学院連携

課、市民参加協力課のいずれかに配属）

2302-国 07 九州センター 市民参加協力課 1 JICA九州センター広報

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 国内機関ポスト一覧



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国01

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2回,　1ヶ月間程度

望ましい

望ましい

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

2,000円/日 5,300円/泊

■備考・留意点

JICA筑波の宿泊施設に空きがある場合、5,300円／泊でご利用いただけます。受入時期・期間は、インターン生と相談の上、設定いたしま
す。基本的にはご自身のPCを使用いただきますが、PCをお持ちでない方には貸与します。また、機構内の情報へアクセスが必要な場合はPC
も貸与します。

PCスキル（Word・Excel・PowerPoint、オンライン会議、動画編集等）

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

当該分野での研究を行っている、または行う予定のある方

日常会話レベルの語学力（英語）（TOEIC550点以上）

■参考情報

■参加(同行)可能な行事・視察等

同時期にJICA筑波が実施する一般来訪者向けイベントや他研修の報告会等イベントへの参加。

■受入時期・期間

　2024年　2月　から　3月　までの　2～3週間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

課題別研修「市場志向型農業振興（普及員）」コースの業務補佐

■テーマの概要

JICAはビジネスとしての農業による所得向上を目指しながら、農家ひとりひとりの「やる気」を引き出し、自助努力によるさらなる成長を
推進する、というSHEP(Smallholder Horticulture Empowerment and Promotion)アプローチを提唱しています。「市場志向型農業振興（普
及員）」コースでは、小規模農家が作物を「作ってから売る」のではなく「売るために作る」というケニアで成果をあげている、このSHEP
アプローチという手法を中心に市場志向型農業の基本的な考え方について学びます。また、市場ニーズに対応した野菜栽培技術、流通・販
売方法および普及手法について、講義や視察に加え、演習や圃場実習も取り入れ、帰国後活動を見据えながら実践的に学んでいきます。こ
のコースは、事前プログラム・本邦プログラム・事後プログラムの3つのプログラムから構成され、事前および事後プログラムは遠隔研
修、本邦プログラムは来日研修により実施されます。

■具体的なインターンシップ活動内容

本インターンシップでは「市場志向型農業振興（普及員）」コースの事前プログラム（遠隔研修）に主に参加し、JICA、研修業務委託先と
協力して研修実施の補助を行って頂きます。なお、詳細な活動はインターン決定後に設定します。
具体的な活動例は以下のとおりです。
　１．研修計画に沿った資料作成等の業務補佐
　２．オンラインセッション等における研修員とのコミュニケーションを含む研修運営補佐
　３．研修員が抱える課題とその解決策の聞取り
　４．事前プログラム（遠隔研修）で実施するオンラインセッションや動画教材等に関する研修員に対するサポート
　５．野菜栽培指導のための圃場等の準備作業（土壌消毒、トマト播種・育苗等を含む）
　６．本コースの広報活動補助（Facebook記事、JICA筑波ウェブサイト記事）
　７．その他、研修業務課の業務補助等

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

筑波センター
■募集人数（人） 1～2

研修業務課



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-国02

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週　回,　ヶ月間程度

望ましい

必須

☑完全対面形式 □一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

2,000円/日 5,300円/泊

■備考・留意点

圃場や実習施設での実験・実習にあたっては、作業しやすく汚れてもよい服装と靴が必要です。
JICA筑波の宿泊施設に空きがある場合、5,300円／泊でご利用いただけます。
受入時期・期間はインターン生と相談の上、設定いたしますが、来年度第一回（夏期）のインターンの方が業務内容としてはおすすめで
す。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：研修を開始する3月中旬を中心に受け入れるた
め。

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

当該分野での研究を行っている、または行う予定のある方。

日常会話レベルの語学力（英語）（TOEIC550点以上）

■参考情報

■参加(同行)可能な行事・視察等

同時期にJICA筑波が実施する一般来訪者向けイベントや他研修の報告会等イベントへの参加。

■受入時期・期間

　　　　2024年　3月4日　から　3月29日　までの　3週間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

課題別研修「天水稲栽培・種子生産及び品種選定技術」コースの業務補佐

■テーマの概要

多くの開発途上国において、農業セクターは、総労働人口の過半を占める就労人口を抱える主要な産業です。コメは多くの開発途上国で栽
培・消費されている主要穀物の一つであり、この生産量向上を食料安全保障の課題に掲げる国も少なくありません。しかしながらとりわけ
アフリカでは、コメの生産面積は拡大しているものの、依然として生産性は低い数値です。また、発展途上国、農業技術普及を担当する行
政組織が人的、資金的に脆弱であり、かつ普及員の能力が農家のニーズに対応しきれておらず、人材の育成が喫緊の課題となっています。
このような状況から、「天水稲栽培・種子生産及び品種選定技術」コースでは、筑波センターで保有する農業研修施設・圃場等を活用し、
アフリカ稲（ネリカ）等を中心に①稲作に関する知識・技術の向上、②農家圃場レベルのニーズに即した基礎的実証試験、③普及体制の整
備拡充、④農民への普及方法の改善について、講義、実習、視察等を通じて、求められる知識と能力の向上を目指しています。

■具体的なインターンシップ活動内容

本インターンシップでは「天水稲栽培・種子生産及び品種選定技術」コースに参加し、JICA、研修業務委託先と協力して研修実施の補助を
行って頂きます。詳細な活動はインターン決定後に設定します。

具体的な活動例は以下のとおりです。
　１．研修計画に沿った資料作成等の補助業務。
　２．実習・講義準備や研修員とのコミュニケーションを含む研修運営補佐。
　３．研修員が抱える課題とその解決策の聞取り。
　４．圃場で実施する実験・試験（施肥や栽植密度、品種の比較実験）の研修員に対するサポート。
　５．本コースの広報活動補助（Facebook記事、JICA筑波ウェブサイト記事）
　６．その他、研修業務課の業務補助等。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

筑波センター
■募集人数（人） 4（最大）

研修業務課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国03

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2～3回、期間は相談可

望ましい

☑完全対面形式 □一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

（朝食、昼食、夕食）2000円/日 5300円/泊

■備考・留意点

具体的なインターンシップ内容は上記を想定していますが、取り組んでみたい特定の活動やテーマ等のアイデアがある場合には、応募申請
書に提案を記載して下さい。また、インターン発意による企画の計画・実施も歓迎します。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

国際協力への関心とともに、当センター所管各都県（いずれか又は全都県）への関心

■参考情報

JICA東京ホームページ：https://www.jica.go.jp/domestic/tokyo/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

・インターン期間中に実施する課題別研修・国別研修、研修員向け福利厚生イベント（日本文化紹介、市民との交流等）等
・所管地域における拠点視察訪問（高崎分室、各県デスク）、NGO等市民参加協力事業の実施団体訪問、関連イベントへの参加等

■受入時期・期間

2024年1月下旬から3月中下旬までの2ヵ月程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

東京センター所管都県×JICA活動紹介（世界とつながる関東甲信越ー東京都、千葉県、埼玉県、群馬県、新潟県、長野県）

■テーマの概要

　東京センターは設立以来、JICAの国内最大規模の研修実施機関として、開発途上国の抱える様々な課題に対応するため、日本国内の関係
機関の協力を得て、多種多様な研修メニューを開発途上国の方々に提供しています。また、開発途上国の多様なニーズに応えていくため
に、市民の皆様やNGO、自治体、大学等による国際協力活動への参加を支援し、さまざまな形で連携していくとともに、中小企業の海外展
開支援など、民間企業の方々とともに開発途上国の課題解決に取り組む活動を行っています。
　当センターは、東京都のほか、千葉県、埼玉県、群馬県、新潟県、長野県の1都5県を担当し、これら地域のパートナーの皆様とともに活
動を行っています。本インターンシップでは、これら活動への参画や業務補佐を通じて当センターが行う活動への理解を深める機会を提供
するとともに、各都県毎の活動の整理や好事例のとりまとめ・発信を行っていただきます。

■具体的なインターンシップ活動内容

１．当センター所管都県×JICA活動の整理（都県毎の活動実績整理、好事例取りまとめ）、発信
・研修員受入事業：短期研修、長期研修
・市民参加協力事業：海外協力隊、草の根技術協力、民間連携、JICA基金、開発教育支援等
・都県毎の活動紹介資料の作成、発信（HP掲載等）

２．当センター実施業務の補佐
・研修員受入事業：事前受入、運営業務、附帯業務（来日ブリーフィング、福利厚生イベント含む）に係る業務補佐、広報記事作成等）
・市民参加事業：実施業務監理補佐（関係会議やイベント等への参加、議事録作成、実施運営補助等）

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

東京センター
■募集人数（人） 1～2

総務課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国04

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週2～4回,2ヶ月間程度

必須

望ましい

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■備考・留意点

WEB広報（記事作成や動画編集）に関心や経験があると望ましい

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

持続可能な社会づくりの担い手を育てることに対して高い関心を持っていること

教職課程履修者や学部・院で教育について学んでいる経験があると望ましい

■参考情報

・JICAの開発教育支援事業
　https://www.youtube.com/watch?v=WJZ4v26syhk
・JICA東京の開発教育支援事業
　https://www.jica.go.jp/domestic/tokyo/activities/kaihatsu/index.html
・インターン生によるWEB記事例：
　https://www.jica.go.jp/Resource/tokyo/topics/2022/h2nf2c0000001ckb.html
　https://www.jica.go.jp/Resource/tokyo/topics/2022/i8dm0l0000004889.html
　https://www.jica.go.jp/Resource/tokyo/topics/2022/i8dm0l0000001owx.html
・出前講座WEB記事例
　https://www.jica.go.jp/Resource/tokyo/topics/2022/i8dm0l000000278x.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

以下予定しています（日程は変更する可能性があります）
国際協力出前講座授業　授業力アップセミナー(1/26(金))
教師海外研修各都県報告会・総括研修(2/18(日))、埼玉県報告会(2/4(日))、群馬県報告会(2/17(土))
エッセイコンテスト学校訪問表彰（2月下旬～3月中旬）

■受入時期・期間

2024年1月から3月までの2～3ヶ月間程度（本人の都合と希望にあわせて調整） フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

開発教育支援事業：持続可能な社会づくりの担い手を育てる教育を支援する事業

■テーマの概要

JICA東京は、世界と日本の結節点、そして「共創」の場としての役割を担っています。
当課は市民の方々の国際協力の一歩をサポートする事業に取り組んでおり、その中でも開発教育支援事業は、所管県教育委員会、現職教員、
協力隊経験者などと連携して運営しています。その中でも今回インターンの皆さんに関わっていただきたいプログラムは次の三つです。
・教師海外研修：先生方を途上国の国際協力現場にお連れし、世界の課題と日本の関係、国際協力の現場を理解し、研修成果を活かした授業
を展開していただく1年間の研修。今年度の訪問先はザンビア・パラグアイ。
・国際協力出前講座：学校などの要請を受け、協力隊経験者や、途上国から日本に学びに来ている長期研修員などを講師として紹介し、国際
理解に資する授業を実施。
・エッセイコンテスト：毎年、中・高生が良い世界を想ってのエッセイを執筆・応募（数万点）。今年度のテーマは「地球に生きる私たち－
未来へつなげるために－」。

■具体的なインターンシップ活動内容

主に次の活動を行っていただきます。
・教師海外研修の報告会サポート（広報、イベント運営等）
　1～2月に行われる都県での報告会及び総括研修の実施運営補佐、それぞれにかかる記録作成やWEB記事作成などの広報を行う。また、今後
のプログラム実施運営に関し、改善案などの提言を行う。
・国際協力出前講座の実施モニタリングに同行し、資料作成補助や記録、事業改善の提言を行う。出前講座講師を対象とした授業力アップセ
ミナーの実施運営を補佐し、事業改善の提言を行う。また、関連するHP作成などの広報を行う。
・エッセイコンテスト受賞者の学校訪問表彰の準備補助、同行、WEB記事作成。
・JICA東京が作成する開発教育の教材・資料作成の補助、および改善案などの提言を行う。

また開発教育支援事業に限らず、JICA東京が取り組む市民参加協力事業（※）にかかわる会議・イベント等の同行、運営補助、WEB記事作成
にも数件、取り組んで頂く予定です。
※…自治体との国際協力活動、民間企業の技術を途上国の課題解決に役立てる支援、JICA海外協力隊の参加促進等

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

東京センター
■募集人数（人） 2

市民参加協力第一課



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国05

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週1－2回,　2ヶ月間程度

望ましい

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

3,000円/日 8,000円/泊

■備考・留意点

今回のインターンシップにて記載されるニーズ調査においては、各県や市町村などの国際交流団体等の中から、ODA事業の対象国に対する
国際協力を実施できる可能性があると推測される団体（未知の団体）を抽出し、それらの未知の関係者にコンタクトし、各種ヒアリング調
査をおこなうことを想定。このため、（社会人、学生の如何にかかわらず）北陸地方のNGO等に所属し国内外での活動を実施している、或
いは一定程度の北陸地域NGO等の団体間でのネットワークを有している方の応募を期待します。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：本件活動成果の反映が期待される「NGO等提案プログラム」
及び「JICA基金活用事業」の直近の募集時期は2024年度であり、2023
年度後半のインターンシップであれば時間的な幅があるため、イン
ターン候補者の都合に配慮し一定程度柔軟に受入時期を調整できる。

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

社会人、学生を問わないが、何らかのNGO等の活動に参加した経験を有するか、或いはNGO等の活動に関する知
見を有する方の応募が望ましい（北陸地方のNGO等に関する活動経験や知見を有する方であればなお望まし
い）。

未知の団体関係者にコンタクトし、各種ヒアリング調査をおこなうため、対人関係において積極性を有する方
が望ましい。

■参考情報

・JICAホームページ内「NGO等提案型プログラム」
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/partner/ngo_support/ngo_proposal/index.html
・JICAホームページ内「世界の人びとのためのJICA基金活用事業－はじめの一歩NGOスタートアップ支援－」
https://www.jica.go.jp/Resource/partner/private/kifu/09.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

・調査（ヒアリング）対象に抽出されたNGO等を適宜訪問し、ヒアリング調査を実施する。

■受入時期・期間

　　　　2024年　1月　から　3月　までの　1ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

北陸に所在するNGO等の国際協力実施に向けた実施体制等強化のための支援プログラムに係るニーズ確認調査

■テーマの概要

北陸地方には、国際協力事業を積極的に展開するNGO/NPO等の市民団体（以下「NGO等」と称する）がほとんど存在しない。他方、各県や市
の国際交流協会等では相当数のNGO等が団体登録しており、こうしたNGO等の中には国際協力事業に対する潜在的関心を有する団体が包含さ
れている可能性がある。係る背景の下、北陸３県に所在する国際交流系団体に登録しているNGO等或いは過去の新聞記事等にその活動が掲
載されている国際交流系NGO等に対し、当該団体の活動動向をヒアリングするとともに、国際協力に対する関心度合いについて聴取する。
併せ、NGO等の国際協力実施に向けた組織強化や能力強化のための初歩の支援プログラムである「NGO等提案プログラム」や「JICA基金活用
事業」などを紹介し、北陸においても国際協力が可能であること、JICAによるNGO等支援のための各種プログラムが存在することを当該NGO
等に認知させるための取り組みをおこなう。

■具体的なインターンシップ活動内容

北陸のNGO等へのヒアリングを通した国際協力への関心度調査、「NGO等提案プログラム」や「JICA基金活用事業」などのNGO等の国際協力
実施のための初歩的な支援プログラムの説明、更に関心を示す団体への当該プログラムの提案作成に向けた支援（コンサルテーション）を
パッケージにしたニーズ確認調査を当センター主導で実施する。インターンシップ活動としては、上記のニーズ確認調査において、候補
NGO等の抽出、当該NGO等へのコンタクト、同意を得られたNGO等への訪問・ヒアリングの実施、国際協力に関心を示すNGO等への提案形成に
向けたコンサルテーションをJICA北陸草の根班のスタッフと協働しつつ実施、その調査結果を報告書に取りまとめることが期待される。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

北陸センター
■募集人数（人） １～2



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国06

■部署名：

■課名：

上記期間内での調整可 可 週　2 回,　3 ヶ月間程度

必須

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

2,000円/日 5,300円/泊

■備考・留意点

・１～３月末までの間で、週2回程度でインターン実施が可能な方を歓迎します。
・空室があればJICA関西に宿泊可能です（1泊5,300円・朝ごはん付）

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

Microsoft Officeの操作経験

日常会話レベルの英語能力（TOEIC600点程度）

■参考情報

JICA関西ホームページ　更新情報
https://www.jica.go.jp/kansai/new.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

・研修業務課の希望者は、1/28（日）の防災イベントへの参加必須
・期間中に実施するイベント（市民向け、留学生や研修員向け、在留外国人向け等）、短期技術研修への同行、開発教育の講座への同行な
ど。

■受入時期・期間

2024　年　　1月　から　3　月　までの　1 ヶ月間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

関西における国内事業全般（研修業務課、開発大学院連携課、市民参加協力課のいずれかに配属）

■テーマの概要

JICA関西は、関西の2府4県（大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県）のJICAの拠点として、自治体、企業、大学、NPO・NGO
や関西の市民の皆さんとともに国際協力事業を展開しています。開発途上国のリーダーを育成する研修員受入事業、自治体・大学・
NGO/NPOなどの皆さんの知見や経験を活かす国際協力活動支援（草の根技術協力）、出前講座などの開発教育、企業のすぐれた技術やサー
ビスを開発途上国の発展に活かす民間連携事業など、幅広い事業を実施しています。また最近の動きとして、多文化共生・外国人材受入支
援や、関西SDGsプラットフォームを通じた関西でのSDGs推進の取り組みを行っています。
本インターンでは、JICA関西が行うJICA事業、そして日本でできる国際協力事業について理解することを目的とします。配属する課は、イ
ンターン学生の研究分野・興味関心と各事業の年間スケジュールを考慮の上、決定します。

■具体的なインターンシップ活動内容

・途上国からの短期技術研修員受け入れ（防災分野の研修の運営補助、1/28（日）開催の防災イベントの準備及び当日対応）
・途上国からの留学生受入れ、日本文化理解プログラムの実施
・自治体・大学・民間企業による国際協力への参画支援
・一般市民や青少年が国際協力への理解を深めるための啓発事業
・大学・高校・小学校との連携による開発教育支援事業
・NGO 支援事業
・多文化共生・外国人受入支援
・SDGs推進
・イベント開催を含む広報事業等

 ※各事業詳細はJICA 関西のHPを参照のこと 。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

関西センター
■募集人数（人） 4



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-国07

■部署名：

■課名：

上記期間外含めて調整可 可 週2回,2ヶ月間程度

望ましい

望ましい

望ましい

□完全対面形式 ☑一部リモート可 ☑PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

2,000円/日 5,300円/泊

■備考・留意点

企業・組織・事業所広報に関心がある方の応募を期待しています。

九州の発展への関心を有すること

■提供可能な執務環境等

執務場所の提供

■滞在費目安 ■宿泊費目安

　理由：広報は幅広く、課題は無限にあるため。

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

英語及び英語以外の外国語

デッサン力、デザイン力、Webデザイン・構築、写真・動画撮影・編集経験

■参考情報

https://www.jica.go.jp/domestic/kyushu/office/

■参加(同行)可能な行事・視察等

JICA事業を理解するために、セミナー等の様々なイベント、研修や海外協力隊関係会議への参加を奨励する。

■受入時期・期間

　　　2024年1月　から3月　までの　3ヶ月程度 フルタイム以外の活動体系の可否

■テーマ

JICA九州センター広報

■テーマの概要

JICA九州センターの業務は全て広報とつながっている。九州センターは研修事業（短期の課題別や長期の大学院連携）、市民参加協力（海
外協力隊員の募集・広報、出身地での支援・調整、開発教育、多文化共生、NGOや行政との連携）、企業連携（企業の海外進出による開発
を支援する事業）を主に実施している。左記の遂行には九州センターは様々な人と組織との繋がりなしには存在しえない。この点で、広報
は事業の一部としてとらえる必要があり、JICA内広報、連携相手組織内広報、広くはメディアを通じた広報等、相手を意識した発信・連
携・ネットワーク構築が求められる。本インターンシップ実習では、九州センターを多角的に捉え、広報全般について現状を把握、分析
し、改善または新規提案を行い、これを実施する。ウェブ関連情報発信、メディア発信、デザイン、企業・大学・市民社会との連携の仕
方、開発教育を広報ととらえても良い。インターン実習生には自由な発想の下、九州センター関係者と人間関係を築きながら、できること
を検討し、実行する力が求められる。JICA関係者からは普段見えていない視点からの気づきや提案を期待している。

■具体的なインターンシップ活動内容

1.JICA及び九州センターの組織目標の理解と把握。
2.広報に関する課題分析。
3.改善または新規提案。
4.改善または新規提案の実行。
5.関係者への報告・共有。

広報には終わりがなく、また幅広いテーマであり、インターン実習生の外部から見える視点も活かしながら自由な発想と提案、実行が求め
られる。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/国内機関

九州センター
■募集人数（人） 1

市民参加協力課



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-在 01  マレーシア事務所 1 東方政策に関する日本留学支援の成果及び今後の方針検討

2302-在 02  フィジー事務所 1

応募者提案型の自由研究テーマの調査・分析（ただし国別開

発協力方針に記載のある重点分野・JICA事業に資するものに

限る）

2302-在 03  バヌアツ支所 1 JICAバヌアツ支所における各種事業の実施支援

2302-在 04  モンゴル事務所 2
日本とモンゴルの社会課題の解決、SDGsの達成に向けたイノ

ベーションと共創

2302-在 05  ドミニカ共和国事務所 1 ドミニカ共和国における海外協力隊事業に関する対外発信の強化

2302-在 06  ドミニカ共和国事務所 1
非感染症疾患におけるプライマリー・ヘルス・ケア促進に係るプロジェクト

実施支援、情報収集

2302-在 07  ボリビア事務所 1
農業等の案件（技術協力プロジェクト、草の根技術協力等）

等の業務の補佐及び広報資料の作成支援

2302-在 08  ジャマイカ支所 1
カリブ海地域諸国との観光危機管理に関する経験・知見の共

有（ジャマイカでの研修）

2302-在 09  タンザニア事務所 1
タンザニア稲作振興の最前線～日タンザニア稲作協力40年の

歴史を辿る～

2302-在 10  カメルーン事務所 1
JICAカメルーン事務所における広報活動の強化（プロジェク

ト視察を通じたパンフレットの作成など）

2302-在 11  カメルーン事務所 1
「バリューチェーンの強化を通じたコメ振興プロジェクト

（PRODERIP-RCV）」（農業）における事業運営補佐

2302-在 12  ヨルダン事務所 1
ヨルダンにおけるJICAプロジェクトの認知度調査（JICAヨル

ダン事務所の広報の推進）

2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 在外ポスト一覧



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在01

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 東南アジア

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
マレーシア事務所

■テーマ

東方政策に関する日本留学支援の成果及び今後の方針検討

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

1982年に開始された東方政策※の下、マレーシア政府は26000人を超える人材を日本に派遣してきており、昨年度は東方政策40周年を迎え
た。JICAは、東方政策の支援も含め、これまで積極的に研修事業を実施し多数の研修員を受け入れてきており、本邦研修はマレーシアへの
協力における要の一つとなっている。ついては、これら研修事業を振り返り、研修成果を整理するとともに今後の方針について検討する。

※1981年 にマハティール前首相が提唱した構想で、日本及び韓国の成功と発展の秘訣が国民の労働倫理、学習・勤労意欲、道徳、経営能
力等にあるとして、両国からそうした要素を学び、マレーシアの経済社会の発展と産業基盤の確立に寄与させようとするマレーシア政府の
政策

■具体的なインターンシップ活動内容

１．東方政策及び研修事業に関する内容確認
２．帰国研修員へのインタビュー（実態調査）
３．日本に関心あるマレーシア人へのインタビュー
４．プロジェクトサイトの訪問（本邦研修を含むプロジェクト）
５．報告書の作成
６．広報
７．その他、自身の関心に沿ったテーマに関する活動

https://www.mofa.go.jp/mofaj/s_sa/sea2/page24_001627.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

https://www.jica.go.jp/oda/project/MXXI-1/index.html
https://www.jica.go.jp/oda/project/1904739/index.html

■受入時期・期間

　　　　2024年　　1月　から　　3月　までの　2ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

クアラルンプール

■備考・留意点

・宿泊費については、1か月単位で宿泊予約をすれば、日額換算で半額程度に減額される宿泊場所もあります。
・本テーマについては、他に自身でやりたいテーマがあれば、相談の上変更することも可能です。

10000円/日 8000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在02

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 大洋州

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

必須

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
フィジー事務所

■テーマ

応募者提案型の自由研究テーマの調査・分析（ただし国別開発協力方針に記載のある重点分野・JICA事業に資するものに限る）

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

フィジーは資源に恵まれ、自然資源を基にした観光業等が盛んな国です。一方で近年経済発展の過程で生活様式や産業構造の変化による新
たな課題、伝統的価値観に基づく課題、気候変動を起因とする課題等多くの課題に直面しています。対フィジー共和国国別開発協力方針
（外務省）ではこれらの課題に対応するため、協力の重点分野が明記されておりJICAは重点分野に沿って事業を実施しています。一方で
フィジーにおける学術的な研究は限定的であり、太平洋島嶼国を対象に研究を実施している日本人研究者も多いとは言えない状況です。
このような状況下でフィジー（特に国別開発協力方針に記載のある重点分野）を対象とした学術研究はJICAの事業形成の重要な参考資料と
なるのみならず、他の学生や研究者のフィジーおよび太平洋島嶼国への関心を高めることにも寄与する等が期待されます。そのためJICAが
有するフィジー側とのコネクション等を存分に活用しつつ、JICA事務所担当者とも調整を行いながら応募者自身の関心に基づく研究テーマ
の調査・分析・提言を行っていただくことを想定しています。

■具体的なインターンシップ活動内容

応募者自身が提案した研究テーマについて、JICAフィジー事務所と調整を行い研究内容を決定します。研究内容の決定後、応募者自身で研
究計画書を作成し、研究を開始します。研究内容に関連する会議への同席やプロジェクト専門家（もしくはボランティア）の活動現場への
同行等の機会をJICAフィジー事務所から可能な限り提供します。（テーマによっては渡航期間中にフィジーでの活動がないプロジェクトも
あることをご了承ください。）また、JICAが有する報告書などの資料やフィジー側とのコネクション（情報収集のための政府機関への訪問
アポ等を事務所からサポートします）を利用しながら研究を進めていただきます。事務所の各分野担当者とも適宜意見交換しながら研究成
果がJICA業務にも資するよう調整いただきます。インターンシップ最終日にはフィジー事務所向けに英語で研究成果の発表をいただきま
す。

(対フィジー共和国 国別開発協力方針）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000534904.pdf

■参加(同行)可能な行事・視察等

応募者の関心および研究内容に合わせてプロジェクトサイト等の視察については調整を行います。なお、フィジー事務所はフィジーの他8
か国を兼轄しておりますが、本インターンシップではフィジー以外の兼轄国への渡航は想定しておりません。

■受入時期・期間

2024年 1月　から　3月　までの　1～3ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：1～2か月程度を想定しているが、応募者の研究テーマ等に応じて受け入れ期間は調整可能）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

英語（フィジー側関係機関等からの聞き取り調査、成果報告等を英語で実施いただきます。）

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

JICA事務所は首都スバ市内にあり、滞在場所も事務所周辺のスバ市内を想定しています。フィジーへのフライトは、成田から週2便（火
木）ナンディへの直行便が運航しています。フィジーの治安状況は、特に都市部を中心にスリや強盗、住居侵入、暴行などの一般犯罪が多
く発生していることから、滞在中はJICA安全対策措置に基づいた行動を順守いただきます。フィジー国内であっても、一部村落部や離島部
への移動や海上活動が制限される可能性があることをご了承ください。
外務省海外安全ホームページ：https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_076.html
在フィジー日本国大使館「安全の手引き」：https://www.fj.emb-japan.go.jp/files/000566567.pdf

■備考・留意点

受け入れ予定時期の1月～3月はサイクロンシーズンのため予定通り渡航・調査等が実施できない可能性があることをご了承ください。

2,000円/日 10,000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在03

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 大洋州

■部署名/事務所名

上記期間外含めて調整可

望ましい

望ましい

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
バヌアツ支所

■テーマ

JICAバヌアツ支所における各種事業の実施支援

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

大洋州地域は気候変動対策やFOIP、日豪連携等、様々な国際的な取り組みが進められており、注目されている地域である。バヌアツ支所
は、大洋州のメラネシア地域にあるJICAの在外拠点の一つであり、現在、3件の技プロ、2件の無償案件、本邦研修事業、協力隊事業等を実
施中である。

■具体的なインターンシップ活動内容

・JICAバヌアツ支所で実施中の各案件（技プロ、無償、研修、ボランティア他）の実施にあたり、バヌアツ政府側との調整に必要な
　各種書類作成、関係者との協議への同席及び会議議事録作成、現場視察への同行等
・派遣中の協力隊員の活動や各種事業実施に関する広報記事作成
・ドナー会議への同席及び議事録作成、バヌアツ国内の他ドナーの協力動向分析　他

https://www.jica.go.jp/overseas/vanuatu/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

技プロ等における相手国政府との打ち合わせ、研修員の帰国報告会、ドナー会議他

■受入時期・期間

2024年　２月　から　３月　までの１ヶ月程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

国際協力関係の学科在席

TOEIC700点程度の英会話力

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

■備考・留意点

受入時期は､雨期のため､稀にサイクロン等の発生により､国際線の運航停止等が発生する可能性もあり､万が一の帰国遅延等にも対応できる
方のみ､受け入れ可能｡

3,000円/日 7,000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路

治安状況は安定。日本から来る場合はフィジー経由、日本への帰国はニューカレドニア経由を推奨。



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在04

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 東・中央アジア

■部署名/事務所名

調整不可

必須

□PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 2
モンゴル事務所

■テーマ

日本とモンゴルの社会課題の解決、SDGsの達成に向けたイノベーションと共創

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

JICAモンゴル事務所では、今年度から、Mongolia Open Innovation and Co-Creation for SDGs（MICS）という取組みを行っています。こ
れは、日本とモンゴル両国の、スタートアップを含む企業、金融機関、自治体、教育・研究機関、NGO等が、デジタル等の技術、アイディ
ア、ネットワーク、資金等を持ち寄り、社会課題の解決、SDGsの達成に向けてイノベーティブな解決策を共創し、協働で取り組むことを支
援するプログラムです。8月17日に、日本とモンゴルの両国から多数の参加を得て、協働プロジェクト形成のための大規模なマッチングイ
ベントを開催しました。このイベントで91もの提案が出されましたが、このうち10の協働プロジェクト（例：貧困地域の公立病院とIT企業
が連携した保健医療に係る啓発、日雇い労働者向け求職プラットフォーム構築）が選出され、メンタリング、一部の活動資金の提供等によ
り、その実施が支援されることになっています。今後、12月に中間報告会、2024年2月に最終報告会を開催し、イノベーションと共創の成
果を確認しつつ、更にそれらを促進していく予定です。

■具体的なインターンシップ活動内容

・2024年2月に開催予定のMICS2023最終報告会の開催に向けた準備、当日の運営、開催後のフォローアップ
・10の協働プロジェクトにおける、更なるイノベーションと共創の促進の支援
・MICS2024の開催に向けた、MICS2023の教訓の確認、MICS2024の立上げ準備、新たな関係者とのネットワーク構築等

JICAモンゴル事務所のfacebookの関連投稿

■参加(同行)可能な行事・視察等

2024年2月に開催予定のMICS2023最終報告会

■受入時期・期間

2024年1月　から　3月　までの3ヶ月程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：短期あるいは一部の期間だけでは、インターン実施の効果が見込めないため。　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

社会人

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

英語（TOEIC730点以上）

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

標準経路：成田空港、関西国際空港から直行便あり（運航ダイヤは時期によっても変更されるため、事前に要確認）
安全情報：治安が極端に悪いわけではないが、軽犯罪（スリやひったくり等）は増加傾向にあり、基本的な対策は必要。事務所からの安全
ブリーフィングを事前に受講。
（参考）外務省海外安全ホームページ（https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_019.html#ad-image-0）

■備考・留意点

受け入れ時期は冬場で、-20℃～-30℃近くまで気温が下がるため、防寒具の準備が必須。

1,000円～2,000円/日　（1日3食外食と仮定した場合）

10,000円/泊　（事務所の安全基準を満たすホテルを利用すると仮定
した場合）
ただ、マンスリーマンション等に入居すればより安価に抑えられるた
め、受け入れ時に事務所と要相談。

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在05

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 中南米地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

望ましい

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
ドミニカ共和国事務所

■テーマ

ドミニカ共和国における海外協力隊事業に関する対外発信の強化

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

ドミニカ共和国へのボランティア派遣は1985年3月12日に始まり、2023年8月までに1,000名を超えるJICA海外協力隊員がドミニカ共和国に
派遣されています。今回のインターンシップでは、JICAドミニカ共和国事務所での海外協力隊関連業務の補佐を行っていただくとともに、
教育・保健・地域開発などの分野で活躍してきた海外協力隊員による日々の活動を積極的に国内外へ対外発信していただきたいと考えてお
ります。

■具体的なインターンシップ活動内容

１．JICAドミニカ共和国事務所における海外協力隊関連業務の補助（JICA海外協力隊員の活動現場の視察・広報素材の入手を含む）
２．ドミニカ共和国における海外協力隊員の統計データの整理（派遣総数、派遣職種、派遣地域、要請職種の変化、特色あるデータなど）
３．JICA内関係部署や、必要に応じて在ドミニカ共和国日本国大使館やドミニカ共和国関係省庁等への取材

インターン活動の終了時に、活動内容についてドミニカ共和国事務所内で発表する機会を設けます。

JICA海外協力隊：https://www.jica.go.jp/volunteer/
JICA海外協力隊の活動報告／ドミニカ共和国事務所HP：
https://www.jica.go.jp/Resource/dominicanrep/office/others/volunteer/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

海外協力隊員の活動現場の視察

■受入時期・期間

　2024年2月中旬から2024年3月下旬までの１か月程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：業務内容に時期による制約が無いため）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

基礎的なスペイン語が理解できること。

■提供可能な執務環境等

執務スペースの提供

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

・JICAドミニカ共和国事務所が位置するサントドミンゴが活動拠点となります。
・外務省危険レベルは１（十分注意してください）。中南米の中では比較的治安は良いと言われていますが、特に一般犯罪、交通安全には
十分注意が必要です。日没後・日の出前の徒歩による外出は禁止です。
・ドミニカ共和国への渡航にかかる標準経路は、米国（アトランタ、マイアミ、ニューヨーク）、またはメキシコ経由となります。

■備考・留意点

・サントドミンゴ空港を22:00－5:00の間に離発着する便は、安全上の理由から避けることが望ましいです。

3,200円/日 7,000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在06

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 中南米地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

望ましい

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
ドミニカ共和国事務所

■テーマ

非感染症疾患におけるプライマリー・ヘルス・ケア促進に係るプロジェクト実施支援、情報収集

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

ドミニカ共和国における保健政策の主軸はプライマリー・ヘルス・ケア（PHC）の推進であり、予防、教育、治療と住民参加によるヘルス
プロモーションにより健康な地域づくりを目指すものである。
同国では近年非感染性疾患（NCDs）が増加傾向であり、全死因の約75%を占めている。しかしながら、これらNCDsリスク要因に対する政策
や規制は未整備の部分が多く、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり政策が進んでいない。加えて、医療従事者側のNCDsに関する知識
や経験不足により症状が管理されていないことや、患者への長期的なサポートの必要性が明らかになっている。さらに、コミュニティレベ
ルにおいて、住民のNCDsのリスクに関する知識、自身の罹患の認識不足が指摘されており、適切な検査や診療が受けられずにいることが分
かっている。
本プロジェクトは、今日同国で課題となっている高血圧と糖尿病を中心としたNCDs対策に貢献するものである。

■具体的なインターンシップ活動内容

１．NCDs(非感染症疾患)に関するJICA事業実績に係る学習情報整理
２．プロジェクト活動支援：SNSを活用した健康増進啓発活動計画に向けた情報収集（インフルエンサー、使用が容易で普及できそうなア
　　プリ、人気アプリ等）
３．パイロットとなるUNAP(Unidades de Atención Primaria /一次医療施設)の詳細調査（大きな投入なくできるUNAP機能の強化策・改善
    策の検討のための情報）
４．インターン活動の終了時に、活動内容についてドミニカ共和国事務所内で発表

ドミニカ共和国事務所HP：https://www.jica.go.jp/overseas/dominicanrep/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

UNAP( Unidades de Atención Primaria/一次医療施設)、CCS(Círculos Comunitarios de Salud /コミュニティ保健グループ）の視察

■受入時期・期間

　2024年2月中旬から2024年3月下旬までの１か月程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：業務内容に時期による制約が無いため）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

基礎的なスペイン語が理解できること。

■提供可能な執務環境等

執務スペースの提供

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

・主にプロジェクトサイトが位置するサンフランシスコ・デ・マコリス市（東北地方）、及びJICAドミニカ共和国事務所がある首都サント
ドミンゴが活動拠点となります。
・外務省危険レベルは１（十分注意してください）。中南米の中では比較的治安は良いと言われていますが、特に一般犯罪、交通安全には
十分注意が必要です。日没後・日の出前の徒歩による外出は禁止です。
・ドミニカ共和国への渡航にかかる標準経路は、米国（アトランタ、マイアミ、ニューヨーク）、またはメキシコ経由となります。

■備考・留意点

・サントドミンゴ空港を22:00－5:00の間に離発着する便は、安全上の理由から避けることが望ましいです。

3,200円/日 7,000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在07

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 中南米地域

■部署名/事務所名

上記期間外含めて調整可

望ましい

□PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
ボリビア事務所

■テーマ

農業等の案件（技術協力プロジェクト、草の根技術協力等）等の業務の補佐及び広報資料の作成支援

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

●サンタクルス県インクルーシブ・フードバリューチェーン振興プロジェクト（技術協力）
本事業はボリビア・サンタクルス県において、県生産開発局の能力強化と、生産者の市場志向型農業の能力強化を支援することにより、農
畜産物のフードバリューチェーン（FVC）の振興を図るものです。従来の政策では生産能力強化が中心であった一方で、本事業では市場の
ニーズを反映した農畜産物を作るために、生産から加工・流通・販売・消費までのFVC全体を視野に入れ、各段階における価値を増加させ
ます。
●日系人社会が牽引する持続的な循環型農業システム確立のための支援（草の根技術協力）
本事業は、ボリビアの日系移住地であるオキナワ市とサンファン市を含むサンタクルス県において、土壌-圃場-畜産を有機的に結びつけ、
耕畜連携による持続的な循環型農業システムに関する営農技術を、コロニア沖縄農牧総合協同組合（CAICO）等の現地試験機関が農業生産
者へ提供できるようになることを目標としています。本事業は北海道大学と連携して実施しています。
●その他、前述案件以外にも、インターン生の興味・関心によって関わることが可能な案件もあります。

■具体的なインターンシップ活動内容

●前述したプロジェクト等において、日本人専門家の指導に基づき、業務を補佐。具体的には、ワークショップやセミナー等の準備・運営
協力、会議への参加、現地調査への同行、試験圃場での補助、データ収集等。
●ボリビアで活動中の海外協力隊の活動を視察し、可能な範囲で活動を支援。現在、農業、保健、教育、スポーツ等幅広い分野で協力隊が
活動しており、インターン生の興味・関心および知識・経験により、活動への協力を行う。
●JICAがボリビアで行う協力を日本国民に広く発信するための広報資料の作成を支援。Facebookやホームページなどへの投稿、パワーポイ
ントなどの資料作成、動画制作などができると尚良い。
●タイミングが合えば、日系社会が行う文化的イベントに参加・協力。

https://www.jica.go.jp/oda/project/1600265/index.html
https://www.jica.go.jp/Resource/partner/kusanone/country/ku57pq00001nf2a5-att/bol_03_p.pdf
https://www.facebook.com/JICABoliviaOficial/

■参加(同行)可能な行事・視察等

プロジェクトや海外協力隊の現地活動。

■受入時期・期間

　　　　2024年1月　から　3月　までの　3ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：インターン生の都合に可能な範囲で合わせます　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

スペイン語（初級）

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

滞在を予定している地域：サンタクルス県、ラパス県
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_262.html#ad-image-0

■備考・留意点

●滞在中のほとんどは低地のサンタクルス県での活動を想定していますが、JICA事務所のあるラパス県にも短期間滞在していただく予定で
す。ラパスは標高3,500メートル以上の高地ですので、高山病のリスクがあります。また、サンタクルスは熱帯気候で暑く、ラパスは高地
のため朝晩は冷え込むため、衣類については夏・冬両方に備えたものを持参することをお薦めします。
●2024年3月に約10数年振りの国勢調査が予定されており、前後で治安の悪化も予想されます。場合によっては、国勢調査開始前までにイ
ンターンを終え、帰国いただく場合もあることをご了承ください。

2,000円/日 2,000円（ホームステイの場合）～7,500円（ホテル泊の場合）～/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在08

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 中南米地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

望ましい

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
ジャマイカ支所

■テーマ

カリブ海地域諸国との観光危機管理に関する経験・知見の共有（ジャマイカでの研修）

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

　ジャマイカを含むカリブ諸国の多くは、観光が基幹産業であるが、ハリケーン等の自然災害の影響を受けやすく、更にはコロナ禍により
観光収入激減と大きな打撃を受けた。  GTRCMC（グローバル・観光レジリアンス危機管理研究センター）はUNWTOの全面的な支援の下で

2019年に西インド諸島大学（UWI）内に設立されたが、設立後4年の新しい組織でスタッフも10数名と小規模であり、更なる知見の蓄積が

必要である。かかる状況を踏まえ、カリブ海地域の島嶼国が本研修を通じて各々の観光危機管理に対 する知見を共有し、今後の連携を強

化することは、GTRCMCの観光危機管理に対する地 域の拠点としての機能強化のみならず、観光が基幹産業であるカリブ海地域諸国の観光
危機管理・対処能力の向上に対する裨益効果が極めて高い。
 

■具体的なインターンシップ活動内容

　本研修は、2024年2月前半に二日間の日程にて、セミナー（ハイブリッド型）とワークショップの構成で実施予定である。ここでの成果
は、2024年半ばにスペイン国マラガで開催予定のグローバル・ツーリズム・レジリエンス・デー記念イベントで、GTRCMCにより、披露・共
有される予定である。本インターンシップでは、本研修の実施に向けて、GTRCMC側と密に連携して、本邦からの有識者の派遣・受入や研修
対象国からの関係者招へい等、主にロジ面での支援を行う。
　また、当該研修以外にも、2月には、プラジル国サンパウロ州でジャマイカ警察関係者を対象とする「地域警察活動普及に係る警察官能
力強化研修」を実施予定であり、これに係る支援も行う。さらには、帰国研修員同窓会主催のイベントが年度末に集中するところ、各種準
備や経理業務について支援補佐を行う。

■参加(同行)可能な行事・視察等

■受入時期・期間

　　　　2024年1月　から　3月　までの　3ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

開発協力に係る学部・専攻や業界に従事していること。

■提供可能な執務環境等

執務用デスクの提供可。宿泊先は、海外協力隊関連施設（ドミトリー）の利用を想定。

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

2023年2月に首都キングストンの危険レベルが２に引き上げられ、中南米での10万人当たりの殺人発生件数で長年1，2位を争っている。決
して安全な国ではなく、JICAの安全対策を厳守した行動が求められる。（8月末現在5名の海外協力隊員が活動中）日本からの渡航は、主に
米国かカナダ経由。

■備考・留意点

5000円/日 ドミトリー宿泊費一泊50JMD（約45円）

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在09

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ アフリカ地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

必須

望ましい

□PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
タンザニア事務所

■テーマ

タンザニア稲作振興の最前線～日タンザニア稲作協力40年の歴史を辿る～

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

タンザニアはサブサハラアフリカ有数の稲作大国で、日本は1970年代からタンザニアにおける稲作振興を支援しています。また2008年第四
回アフリカ開発会議（TICAD IV）でJICAは「アフリカ稲作振興のための共同体（Coalitiono for African Rice Development: CARD）を立
ち上げ、現在2030年までにアフリカにおけるコメ生産量の倍増（2800万トンから5600万トン）を目標として取り組みを他の協力パートナー
とともにアフリカ各国で進めています。今回のインターン先は、アフリカ稲作協力の中でも、フラッグシッププロジェクトと言えるタンザ
ニア技術協力プロジェクト「コメ振興能力強化プロジェクト（通称TANRICE3）」です。TANRICE3は2023年6月に開始され、灌漑及び天水稲
作技術の普及、農家の生産性・収益性を高める課題別の研修（種子生産、農業機械、灌漑組織運営、ジェンダー等）を行っています。今回
はアフリカ、そしてタンザニア稲作振興の最前線で、JICAの専門家と共に、稲作農家がかかえる課題解決に取り組むインターンを募集しま
す。

■具体的なインターンシップ活動内容

1. 現地研修補助（活動地域：キリマンジャロ農業研修所以外の農業研修所）
(1)現地研修の準備・実施状況のモニタリング、改善点の検討
(2)現地研修実施後の進捗確認・フォローアップ
(3)稲作栽培状況の把握
2. 自身が設定する稲作関連テーマの調査・検証（活動地域：キリマンジャロ農業研修所、もしくはローアモシ灌漑地区）
(1)テーマの設定、活動計画の検討、活動実施
(2)プロジェクトに対する報告
3. その他プロジェクト業務補助

・TANRICE3関連調査報告書（詳細計画策定調査報告書　https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/1000048840.pdf）
・アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）について　https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/approach/card.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

1月 研修現地視察（キリマンジャロ農業研修所以外の農業研修所）、フォローアップ（現地研修実施後の進捗確認）
2月 フォローアップ（現地研修実施後の進捗確認）
3月 課題別研修（灌漑組織運営、ジェンダー）

■受入時期・期間

2023年1月中下旬から3月中下旬までの約2ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

稲作関連の各種研修事業、政府職員に対する人材育成、もしくはプロジェクト運営に関心があること

将来、農業分野の専門家を志向していること

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

JICAウェブサイト（https://www.jica.go.jp/about/organization/safety/rule.html）をご参照のうえJICA安全管理部（JICA安全対策情報
申請窓口）：jicast@jica.go.jpへメールを送付し、JICA国別安全対策情報を入手ください。また外務省の海外安全ページ
（https://www.anzen.mofa.go.jp/readme/readme.html）をよく読み、必ずたびレジに登録ください。

■備考・留意点

・本ポストではJICAタンザニア事務所でのインターン勤務は想定しておりません。到着時の安全ブリーフィングや中間・最終時報告以外
は、TANRICEプロジェクトでインターン勤務をして頂きます。
・滞在許可証取得にかかる必要書類は、派遣決定後、JICAタンザニア事務所の指示に従って速やかに提出してください。
・深夜早朝の発着便（20時～6時）は極力避けてください。

1,000円/日 4,000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在10

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ アフリカ地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

望ましい

望ましい

望ましい

□PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
カメルーン事務所

■テーマ

JICAカメルーン事務所における広報活動の強化（プロジェクト視察を通じたパンフレットの作成など）

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

　カメルーンに対する日本の協力は、2006年に青年海外協力隊の派遣から始まりました。今では技術協力、無償資金協力、有償資金協力
等、様々な協力手法を組み合わせた協力を展開し、農水産業振興、中小企業振興、インフラ整備、森林・環境保全の分野で重点的な取り組
みを行っています。例えば、農業では、需要の約8割を輸入に依存しているコメの生産性向上や競争力強化を支援し、国内のコメの自給率
向上を目指しています。中小企業支援に関しては、民間企業の9割以上を占める中小企業の競争力強化を図るため、日本発の「カイゼン」
を通じた人材育成や制度作りを支援しています。
　これら事業成果の発信を強化すべく、本プログラムでは、事業サイトを取材・撮影していただきつつ、主にパンフレットを作成していた
だくことを想定しています。

■具体的なインターンシップ活動内容

・これまでのカメルーンにおけるJICA事業の理解（文献調査、JICA関係者へのインタビュー、会議への同席等）
・パンフレット骨子の作成
・パンフレット作成スケジュールの作成（どのようなコンテンツを、どこで、どのように入手するか。約2箇所の視察を想定）
・事業サイトでの取材・撮影等の準備（質問票の作成など）
・事業サイトへの取材・撮影等の実施（なお、事業理解のため各サイトに1週間程度滞在。その際、専門家業務を支援する）
・取材・撮影結果の取りまとめ（各分野担当への事業概要の執筆依頼・取りまとめなど含む）
・パンフレット作成
・JICAカメルーン事務所が運営するSNS等に投稿する広報材料の取りまとめ（写真、動画を含む）
・外部関係者ブリーフ用概要資料アップデート
・その他、JICAカメルーン事務所と相談しつつ、事務所の総務業務を支援する（効果的な広報のためのレイアウト変更など）

ただし、配置されたインターン生の特技や関心などの状況を踏まえ、活動内容を調整する可能性もあります。

・JICAホームページ（各国における取組 カメルーン）： https://www.jica.go.jp/overseas/cameroon/index.html
・JICAホームページ（カメルーン事務所）： https://www.jica.go.jp/overseas/cameroon/office/index.html
・JICAホームページ（JICAカメルーン事業紹介動画）： https://www.jica.go.jp/Resource/cameroon/office/others/movie.html
・JICAカメルーン事務所 Facebook： https://www.facebook.com/JICACameroonOffice

■参加(同行)可能な行事・視察等

カメルーン国内における過去及び現在実施中の事業サイト。

■受入時期・期間

2024年　1月中旬　から　2024月2月下旬　までの　1ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

十分なコミュニケーション能力（仏語であれば望ましいが、英語も可）

アフリカ地域の政治・経済・社会状況に係る理解

我が国のODA事業の概要に係る理解

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

基本的に首都のヤウンデの滞在を想定しています。ヤウンデの治安は他のアフリカ諸国の首都と比べると良好ですが、軽犯罪が増加傾向に
あります。またマラリアにも注意が必要です。
渡航にかかる標準経路は、アジスアベバ（エチオピア）あるいはパリ（フランス）経由です。

■備考・留意点

他1件のインターンシップ（「バリューチェーンの強化を通じたコメ振興プロジェクト（PRODERIP-RCV）」（農業）における事業運営補
佐）と開始日を合わせることが望ましいです。

2,000　円/日 　6,000円　/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-在11

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ アフリカ地域

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

望ましい

必須

□PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
カメルーン事務所

■テーマ

「バリューチェーンの強化を通じたコメ振興プロジェクト（PRODERIP-RCV）」（農業）における事業運営補佐

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

国内で消費する米の多くを輸入に頼るカメルーンは、米の生産量を拡大し、自給率を高めることを国家戦略に掲げています。2011年から続
くコメ振興プロジェクトでは、カメルーン国内の複数のサイト（中央州、南部州、東部州、北西州および西部州）において、陸稲と水稲双
方の種子生産から販売・消費に至るバリューチェーンの強化を行うことにより、国産米の増産と品質向上を図り、灌漑水稲米の販売量と陸
稲米の自家消費量の増加に取り組んで来ました。本インターンシップでは、第3フェーズとなる当該プロジェクトにおいて、日本人専門家
及びカメルーン側実施機関である農業省並びにヌン渓谷開発公社と連携し、事業目標達成に向けた活動を支援することを目的としていま
す。

■具体的なインターンシップ活動内容

PRODERIPは灌漑水稲から天水陸稲までを取扱っており、それぞれ種子生産から販売・自家消費を目的とした多彩な活動を行っています。そ
のため、日常は圃場での種子生産や試験活動、精米、籾や白米の品質検査、販売まで様々な活動を経験することが可能です。
灌漑水稲分野の1～3月の活動は、1) 育種家種子および原原種種子生産、2) 収穫時期が砕米発生率に与える影響試験の補助、3）北西州
Ndopで生産された籾の品質検査、4) 精米、5) 精米後の白米品質検査、などです。天水水稲・陸稲分野では、1）育種家種子および原原種
種子生産、2) 普及員および中核農家を対象とした天水稲作栽培技術研修を実施しています。これらの日々の活動を専門家やカウンター
パート一緒に実施します。

・JICAホームページ（各国における取組 カメルーン）： https://www.jica.go.jp/overseas/cameroon/index.html
・JICAホームページ（カメルーン事務所）： https://www.jica.go.jp/overseas/cameroon/office/index.html
・JICAホームページ（JICAカメルーン事業紹介動画）： https://www.jica.go.jp/Resource/cameroon/office/others/movie.html
・JICAカメルーン事務所 Facebook： https://www.facebook.com/JICACameroonOffice
・ODA見える化サイト：https://www.jica.go.jp/oda/project/1500396/index.html

■参加(同行)可能な行事・視察等

・ヤウンデでの普及員・中核農家向け陸稲栽培研修への参加、補助、視察
・南部州および東部州に位置する種子生産圃場への出張（種子生産圃場準備）
・天皇誕生日レセプションでのPRODERIP米のPR（広報活動）

■受入時期・期間

2024年 1月中旬　から　2024月3月下旬　までの2.5ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

農学部または生物生産系の学部・学科

圃場で農作業できること

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

滞在拠点は首都のヤウンデを想定しています。ヤウンデの治安は他のアフリカ諸国の首都と比べると良好ですが、軽犯罪が増加傾向にあり
ます。またマラリアにも注意が必要です。
渡航にかかる標準経路は、アジスアベバ（エチオピア）あるいはパリ（フランス）経由です。

■備考・留意点

他1件のインターンシップ（「JICAカメルーン事務所における広報活動の強化」）と開始日を合わせることが望ましいです。
本インターンシップは技術協力プロジェクト「バリューチェーンの強化を通じたコメ振興プロジェクト（PRODERIP-RCV）」への張り付きと
なります。プロジェクトオフィス及びサイトでの活動が主となり、活動期間中はプロジェクト専門家（邦人）との密な連携が必要となりま
す。

2000円/日 6000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-在12

■地域 ドロップダウンリストから選択⇒ 中東・欧州

■部署名/事務所名

上記期間内での調整可

必須

望ましい

☑PC貸出し ☑携帯電話貸出（必須） ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■参考情報

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム

受入担当部署/受入事務所

■募集人数（人） 1
ヨルダン事務所

■テーマ

ヨルダンにおけるJICAプロジェクトの認知度調査（JICAヨルダン事務所の広報の推進）

■テーマ（プロジェクトなど）の概要

2024年は日本とヨルダンの国交樹立70周年、日本大使館開設及びJICA事業開始50周年と節目の年である。ヨルダンは政情が不安定な国が多
い中東地域で安定を確保している数少ない国の一つである。その安定は地域全体の安定、引いては我が国の経済にとっても不可欠であるこ
とから、これまで多くの支援を実施してきた。具体的には、1974年の円借款を皮切りに、主に経済成長（インフラ、産業開発等）、貧困削
減(難民支援も含む）、地域安定化を中心に有償資金協力で約3,000億円、技術協力で約400億円、無償資金協力で約500億円の協力をしてき
ている。
本プログラムでは、JICA事業の実施済案件及び実施中案件のサイト（主に円借款、無償、技術協力、ボランティア事業）を訪問し、JICA事
業のカウンターパートにインタビューし、JICA事業に対する評価や、JICAが実施した案件の効果等を聞き取り、取りまとめることを想定し
ている。これにより、一開発途上国におけるODA事業を俯瞰し、開発協力の現場を視察するとともに、日本のODAが受け入れ国においてどの
ように受け止められているのかを理解することを目的としている。

■具体的なインターンシップ活動内容

・これまでのヨルダンにおけるJICA事業の理解形成（文献調査、JICA関係者へのインタビュー、会議への同席等）
・事業広報、モニタリング・評価のための訪問先（JICA事業サイト）の選択
・訪問先での質問票の作成
・事業サイトへの訪問、インタビュー
・インタビュー結果の取りまとめ
・モニタリングレポートの作成支援
・セクター毎の支援ヒストリーの整理、資料作成支援
・JICAヨルダン事務所が運営するSNS等に投稿する広報材料の取りまとめ（写真、動画を含む）

https://www.facebook.com/jicajordan

■参加(同行)可能な行事・視察等

ヨルダン国内における過去及び現在実施中の事業サイトへの視察を予定。

■受入時期・期間

2024年1月　から　2月　までの2ヶ月間程度

※目安金額であり、JICAから支給されるものではありません。

　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学院生・社会人ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

我が国のODA事業の概要に係る理解

中東地域の政治・経済・社会状況に係る理解

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安（一日あたりの食費及び少額交通費） ■宿泊費目安

一般治安は一部の南部地域を除き良好。
ヨルダンへは中東（イスタンブール、ドーハ、ドバイ）経由が一般的。

■備考・留意点

4000円/日 9000円/泊

■滞在場所の情報および治安状況、渡航にかかる標準経路



     登録番号 担当部署 募集人数 テーマ

2302-開コ01  ㈱アルメック 2
市民参加協力事業を中心とした国内事業の地域国際化活性化

への貢献度にかかる調査

2302-開コ02  ㈱アルメック 1 パラオ国環境配慮型交通システム整備プロジェクト

2302-開コ03  ㈱三祐コンサルタンツ 1 モザンビーク国小規模灌漑アドバイザー活動

 2023年度第二回 JICAインターンシップ・プログラム 開発コンサルティング企業ポスト一覧



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-開コ01

■企業名：ドロップダウンリストより選択⇒ あ行 募集人数（人） 2

ドロップダウンリストより選択⇒

上記期間内での調整可 可 週3-4回、1ヶ月間程度

□完全対面形式 ☑一部リモート可 □フルリモート可 □PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■備考・留意点

滞在費及び宿泊地については、今回海外及び国内出張の予定は無いので未記入としています。
活動地は東京（最寄り駅：新宿三丁目駅/新宿御苑駅）
リモートでの活動も可能とします。Skypeでのコミュニケーションの確保をお願いします。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費

※目安金額であり、JICA及び開発コンサルティング企業から支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■参加(同行)可能な行事・視察等

無し

■受入時期・期間

2024年1月から3月までの1ヶ月間 フルタイム以外の活動体系の可否

　理由：

■プロジェクト概要

日本の地方都市が、少子高齢化等による地域経済の停滞・縮小に直面する中、地域創生は国の重要政策課題として位置付けられている。
2020年に閣議決定された「まち・ひと・しごと創成戦略」第二期においても地域活性化に向けて海外との関係構築の重要性が指摘されてい
る。日本の地方自治体の国際化への取り組みは、1990年代以降に国際交流から国際協力という潮流が起こり、2010年以降は国際化への取組
を包括した総合的な国際戦略を構築し取り込む自治体も増えてきた一方で、自治体の財政難により国際交流活動予算は削減され活動は停滞
が続いている。JICAは、専門家派遣等、技術協力の一環で地方自治体との連携を進めてきたが、2003年以降、国際協力の裾野を広げ国内の
地域の技術やリソースを途上国の課題解決に活用することを目的に市民参加協力事業を展開してきている。近年は、国際社会への貢献とと
もに国益の確保が求められるようになっている。本業務は地方自治体の国際化がどのように地域の活性化につながり、JICAの事業が地域活
性化に貢献するためには何が必要なのかを検討する。

■具体的なインターンシップ活動内容

日本の地方の国際化や地域活性化に関するデータの整理、JICAの国内事業（国際教育、草の根協力事業、民間企業進出支援、等）に関する
データ整理、国際協力を通じた地方の活性化事例の情報収集が中心となります。また、有識者やJICAなどとの会議への参加や団内会議など
にも参加して貰い、コンサルタント業務がどの様なものなのか知って貰えたらと思います。

■プロジェクトの参考情報

無し

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム
開発コンサルティング企業受入

受入先企業

㈱アルメック

■プロジェクト名 ■スキーム名

市民参加協力事業を中心とした国内事業の地域国際化活性化への貢献度にかかる調
査 その他



≪理系の方におすすめ≫

登録番号 2302-開コ02

■企業名：ドロップダウンリストより選択⇒ あ行 募集人数（人） 1

ドロップダウンリストより選択⇒

上記期間内での調整可 可 週3-4回、1ヶ月間程度

□完全対面形式 ☑一部リモート可 □フルリモート可 □PC貸出 ☑関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■備考・留意点

滞在費及び宿泊地については、今回海外及び国内出張の予定は無いので未記入としています。
活動地は東京（最寄り駅：新宿三丁目駅/新宿御苑駅）
リモートでの活動も可能とします。Skypeでのコミュニケーションの確保をお願いします。

■提供可能な執務環境等

■滞在費目安 ■宿泊費

※目安金額であり、JICA及び開発コンサルティング企業から支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生・社会人全て可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

■参加(同行)可能な行事・視察等

無し

■受入時期・期間

2024年1月から3月までの1ヶ月間 フルタイム以外の活動体系の可否

　理由：

■プロジェクト概要

パラオの人口は約1万8000人(2020)であるが、観光客はCOVID-19拡大前には年間約10万人が訪れており、観光が主要産業となっている。パ
ラオでは2019年に発表した「1st Voluntary National Review on the SDGs」の中で、再生可能エネルギーを活用した交通網の整備が挙げ
られている。同国が持続的な経済成長を成し遂げるためには、これらの課題への解決策として、国民及び観光客が利用しやすく、また海洋
国家・観光立国という特性を考慮した、自家用車に代わる交通手段を選択できるようにする必要がある。短期的には公共バスの運営効率化
とその輸送能力の拡充、中長期的にはEVバスや本邦でも地方の観光地で利用が進む自動車よりコンパクトで環境性能に優れた少人数向けの
小型モビリティの導入、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスやオン
デマンド交通等の従前の公共交通に留まらない新規的な交通手段も検討対象となり得る。かかる背景の下、本調査では環境に配慮した将来
像を見据えたパラオ側の交通マスタープラン策定を支援している。

■具体的なインターンシップ活動内容

現地渡航がないために、会議資料作成や報告書作成時の情報収集やデータ分析などの国内業務のサポートが中心になります。
また、現地で開催される会議へのリモート参加や、団内会議などにも参加して貰い、コンサルタント業務がどの様なものなのか知って貰え
たらと思います。

■プロジェクトの参考情報

無し

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム
開発コンサルティング企業受入

受入先企業

㈱アルメック

■プロジェクト名 ■スキーム名

パラオ国環境配慮型交通システム整備プロジェクト
技術協力プロジェクト



≪文系・理系問わない≫

登録番号 2302-開コ03

■企業名：ドロップダウンリストより選択⇒ さ行 募集人数（人） 1

ドロップダウンリストより選択⇒

上記期間内での調整可 不可 週  回、　ヶ月間程度

望ましい

☑完全対面形式 ☑一部リモート可 □フルリモート可 □PC貸出 □関連情報・資料の提供等

その他（提供可能な事項）：

■備考・留意点

対面での活動がある場合の弊所住所は次のとおりです。
東京都豊島区北大塚1-13-17(日本綜合地所大塚ビル4階)
03-5394-8991, 03-5394-8992
最寄り駅：JR大塚

■提供可能な執務環境等

具体的な業務内容のご説明や実際のインターンシップ活動において対面での実施が望ましい内容があります。
なお活動の内容によりリモートでも実施可能です。

■滞在費目安 ■宿泊費

※目安金額であり、JICA及び開発コンサルティング企業から支給されるものではありません。

円/日 円/泊

■希望する人材（大学生/大学院生/社会人）

大学生・大学院生ともに可

■応募資格以外に受入れに関し求める要件

ワード、エクセルの操作にかかる一般な知識と経験を有していることが望まれます。

■参加(同行)可能な行事・視察等

特にありません

■受入時期・期間

2024年3月 2週間程度 フルタイム以外の活動体系の可否

　理由：コンサルタントが実施する現地活動期間との
調整になります。

■プロジェクト概要

モザンビーク共和国では農業生産の多くを雨期の降雨にのみ依存しているうえ、近年は洪水やサイクロン、干ばつ等の異常気象が頻発して
いるため、乾期の灌漑農業の促進による農業生産の向上・安定化が求められています。そのため、本プロジェクトは、農家自身が自助努力
で灌漑施設の建設や維持管理を行い現地の自然条件に適応しながら灌漑農業を行うことを目指すものです。農家自身が建設する灌漑施設
は、現地の材料（木、竹、草、石、土等）を使って作る簡易なものです。本プロジェクトでは、こうした簡単で現地の農家に受け入れ可能
な技術や知識をもって、乾期に灌漑農業を実践することを通じて地域の農業生産の向上・安定化を図り、農家のレジリエンス強化を図って
いくものです。

■具体的なインターンシップ活動内容

本プロジェクトでは小規模灌漑開発を進めるにあたってパイロットプロジェクトサイトを選定します。インターンシップ活動では、このパ
イロットプロジェクトサイトの選定に関しての情報整理を行っていただく予定です。

■プロジェクトの参考情報

コンサルタントによる現地活動の開始時期は2024年3月（予定）になりますので、インターンシップもこの時期に合わせたものとなりま
す。

2023年度第二回JICAインターンシップ・プログラム
開発コンサルティング企業受入

受入先企業

㈱三祐コンサルタンツ

■プロジェクト名 ■スキーム名

モザンビーク国小規模灌漑アドバイザー活動
その他


